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は
じ
め
に

　

十
一
世
紀
前
期
に
登
場
す
る
護
持
僧
の
作
法
と
し
て
二
十
一
社
勧
請
が

あ
っ
た
こ
と
が
、
近
年
、
上
島
享
氏
に
よ
っ
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。「
護

持
僧
と
は
、
天
皇
の
寝
所
た
る
夜
御
殿
に
隣
接
す
る
二
間
に
夜
居
し
、
天

皇
の
身
体
安
穏
を
祈
念
す
る
密
教
僧（
１
）」
で
あ
り
、
二
十
一
社
勧
請
は
、
仁

海
撰
『
灌
頂
御
願
記（
２
）』

か
ら
、
作
法
は
「
二
十
一
社
の
神
々
の
う
ち
、
毎

夜
一
社
を
二
間
に
勧
請
し
た
う
え
で
、
密
教
の
行
儀
に
基
づ
き
天
皇
の
身

体
安
穏
を
祈
念
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
た
」
と
説
明
さ
れ
る（
３
）。
そ
う
で
あ

十
六
社
奉
幣
制
の
形
成
過
程
に
お
け
る
神
仏
習
合
の
淵
源

─
九
世
紀
か
ら
十
世
紀
前
期
を
中
心
と
し
て
─

花
岡
光
男

る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
も
そ
も
二
十
一
社
あ
る
い
は
そ
の
淵
源
と
も
な
る

十
六
社
と
仏
教
の
関
わ
り
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
、

「
事
実
、
十
世
紀
末
に
は
、
中
世
神
祇
秩
序
の
基
本
的
な
骨
格
は
固
ま
っ

た
が
、
国
家
と
仏
教
と
の
関
係
に
お
い
て
は
新
た
な
展
開
が
ほ
と
ん
ど
み

ら
れ
な
い（
４
）」
と
言
う
が
、
神
社
勧
請
発
生
に
至
る
経
緯
は
不
明
で
あ
る
。

十
一
世
紀
前
期
に
登
場
す
る
護
持
僧
の
作
法
と
し
て
二
十
一
社
勧
請
が
あ

る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
以
前
の
段
階
で
の
神
社
と
仏
教
の
関
係
、

神
仏
習
合
の
淵
源
の
有
無
に
つ
い
て
も
、
あ
ら
た
め
て
考
察
す
る
必
要
が

あ
る
だ
ろ
う
。

　

二
十
一
社
に
関
連
す
る
「
二
十
二
社
奉
幣
制（
５
）」
は
、
平
安
時
代
の
朝
廷
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と
神
社
を
つ
な
ぐ
祭
祀
制
度
の
一
つ
で
あ
り
、
二
十
二
社
制
の
成
立
は

十
一
世
紀
中
頃
で
、
十
一
世
紀
末
に
確
立
し
た（
６
）。

祈
雨
や
祈
年
穀
を
は
じ

め
と
し
た
国
家
の
大
事
に
際
し
て
臨
時
に
朝
廷
よ
り
使
が
遣
わ
さ
れ
、
宣

明
を
奏
し
て
幣
帛
が
奉
ら
れ
た（
７
）。
伊
勢
神
宮
と
畿
内
有
力
諸
社
十
五
社
が

固
定
さ
れ
、「
二
十
二
社
奉
幣
制
」の
淵
源
と
も
い
え
る「
十
六
社
奉
幣
制
」

が
成
立
し
た
の
は
、
十
世
紀
初
期
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る（
８
）。「
十
六

社
奉
幣
制
」
の
成
立
時
期
・
理
由
・
背
景
に
つ
い
て
は
、
岡
田
荘
司
氏
等

の
先
駆
的
な
論
考
が
あ
り
、
奉
幣
が
祈
雨
や
祈
年
穀
の
た
め
に
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
に
鑑
み
、
史
料
上
の
「
十
六
社
」
の
文
言
や
発
遣
儀
式
、
な
ら

び
に
「
祈
年
穀
」
奉
幣
が
す
な
わ
ち
「
十
六
社
奉
幣
」
で
あ
る
こ
と
に
着

目
し
て
論
じ
る
。
も
っ
と
も
、「
十
六
社
」
の
具
体
的
な
社
名
が
明
ら
か

で
な
い
こ
と
か
ら
、
岡
田
氏
は
、
そ
の
淵
源
と
な
る
九
世
紀
の
臨
時
奉
幣

の
展
開
と
関
連
づ
け
て
考
察
し
、
遡
及
で
き
る
成
立
時
期
を
検
討
し
、
史

料
上
、
十
世
紀
初
頭
に
「
十
六
社
」
が
成
立
（
確
立
）
し
た
と
し
て
、
そ

の
要
因
・
理
由
を
説
明
す
る（
９
）。

し
か
し
な
が
ら
、
特
定
の
神
社
に
対
す
る

「
奉
幣
」
自
体
は
祈
年
穀
以
外
に
も
行
わ
れ
て
お
り）

（1
（

、
祈
雨
や
止
雨
や
褒

賞
や
報
告
や
疫
病
や
兵
革
や
祟
や
彗
星
な
ど
広
範
に
わ
た
っ
て
い
て
、
祈

年
穀
に
限
定
す
る
必
要
は
な
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
十
世

紀
の
「
十
六
社
奉
幣
」
は
、
成
立
契
機
と
し
て
の
祈
雨
・
祈
年
穀
に
留
ま

ら
ず
、
広
く
「
転
レ

禍
為
レ

福）
（（
（

」
を
目
的
と
し
た
「
天
皇
直
轄
御
願
祭
祀）

（1
（

」

で
あ
る
。「
十
六
社
奉
幣
制
」
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、
史
料
か
ら
推

測
す
る
の
は
甚
だ
困
難
で
あ
り
、
社
名
が
明
ら
か
で
な
い
こ
と
か
ら
、

「
十
六
社
」
の
確
定
に
つ
い
て
は
裏
付
け
の
弱
い
推
定
に
な
る
可
能
性
が

あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
は
、「
十
六
社
奉
幣
制
」
の
成
立
時
期
を
、
可
能

な
限
り
神
社
名
に
着
目
し
、
史
料
を
分
析
す
る
な
か
で
再
考
す
る
と
と
も

に
、「
十
六
社
奉
幣
制
」
成
立
の
側
面
と
し
て
の
仏
教
の
関
わ
り
、
す
な

わ
ち
「
十
六
社
奉
幣
制
」
の
形
成
過
程
に
お
け
る
神
仏
習
合）

（1
（

の
淵
源
を
闡

明
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

一
、「
十
六
社
奉
幣
制
」
に
つ
い
て
の
従
前
の
理
解

　

十
世
紀
の
祭
祀
制
度
は
、
古
代
か
ら
中
世
に
至
る
転
換
時
期
に
あ
た
る

重
要
な
制
度
で
あ
る
。
十
世
紀
は
、
特
定
神
社
へ
の
奉
幣
制
度
の
確
立
、

神
社
臨
時
祭
・
神
社
行
幸
の
成
立
な
ど
、
新
た
な
段
階
を
迎
え
、
と
く
に

十
世
紀
後
半
の
円
融
朝
の
十
五
年
間
は
、
祭
祀
制
度
展
開
の
う
え
で
、
一

条
朝
祭
祀
制
の
確
立
の
先
駆
け
と
な
る
重
要
な
時
期
に
あ
た
る）

（1
（

。
先
行
研

究）
（1
（

が
既
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
よ
う
に
、
九
・
十
世
紀
の
神
社
制
度
は
律

令
祭
祀
の
規
定
か
ら
脱
却
し
、
新
た
な
展
開
を
遂
げ
、
国
家
の
神
社
信
仰

も
大
き
く
変
容
し
た
。
九
世
紀
全
般
に
わ
た
る
律
令
制
度
の
弛
緩
と
と
も

に
祈
年
祭
が
衰
退
し
、
臨
時
の
祈
年
穀
奉
幣
が
恒
例
化
す
る
。
岡
田
荘
司
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氏
は
、「
十
六
社
奉
幣
制
」
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
従
前
、「
承
平
・
天
慶

の
乱
後
の
新
た
な
神
社
行
政
の
展
開
」
と
し
て
捉
え
て
い
た
。
具
体
的
な

神
社
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
史
料
が
乏
し
い
な
か
、
十
世
紀
中
葉
の
康
保

三
年
に
「
十
六
社
」
が
成
立
し
た
と
伝
え
る
吉
田
家
の
記
録
を
検
討
し
、

康
保
三
年
（
九
六
六
）
に
十
六
社
が
成
立
し
、
以
降
は
十
九
社
、
二
十
社
、

二
十
一
社
、
二
十
二
社
へ
と
漸
次
加
増
し
て
い
く）

（1
（

、
そ
の
五
段
階
説
に
つ

い
て
考
察
を
始
め
る
。
吉
田
兼
倶
が
二
十
二
社
に
つ
い
て
記
し
た
最
も
早

い
伝
本
、
國
學
院
大
學
図
書
館
所
蔵
、
黒
川
文
庫
『
二
十
二
社
次
第
』（
内

題
「
二
十
二
社
次
第
付
垂
迹
並
本
地
」）
か
ら
、
そ
の
起
源
を
引
用
す
る
。

【
史
料
１
】『
二
十
二
社
次
第
』　　

抄
出

定
二

二
十
二
社
一

由
来
事

（
１
） 

村
上
天
皇
御
宇
、
康
保
三
年
霖
雨
経
レ

月
九
天
覆
レ

雲
、
依
レ

之

閏
八
月
廿
一
日
、
被
レ

奉
二

献
官
幣
於
十
六
社
一

。　

伊
勢　

石

清
水　

賀
茂　

松
尾　

平
野　

稲
荷　

春
日　

大
原
野　

大

神　

石
上　

龍
田　

住
吉　

丹
生　

貴
布
禰

（
２
） 

一
条
院
御
宇
、
正
暦
二
年
炎
レ

天
送
レ

日
万
物
変
色
、
依
レ

之
六

月
廿
四
日
、
加
二

吉
田
・
広
田
・
北
野
以
上
三
社
一

、
被
レ

奉
二

献
官
幣
於
十
九
社
一

、
吉
田
・
広
田
・
北
野
、
次
第
事
、
可
レ

為
二

住
吉
次
、
丹
生
之
上
一

由
、
宣
下
。

（
３
） 

同
五
年
二
月
十
七
日
、
祈
年
穀
之
日
、
加
二

梅
宮
一

事
、
被
レ

奉

二

献
官
幣
於
廿
社
一

、
梅
宮
事
、
可
レ

為
二

住
吉
次
、
吉
田
之
上
一

由
、
宣
下
。

（
４
） 

長
徳
二
年
二
月
廿
五
日
、
被
レ

奉
二

献
臨
時
之
官
幣
一

之
日
、

加
二

祇
園
社
一

為
二

廿
一
社
一

。

（
５
） 

後
朱
雀
院
御
宇
、
長
暦
三
年
八
月
十
八
日
、
被
レ

奉
二

献
官
幣
一

之
日
、
日
吉
社
為
二

廿
二
社
一

、
日
吉
社
事
、
可
レ

為
二

住
吉
次
、

梅
宮
之
上
一

由
、
宣
下
。

　

そ
し
て
、
康
保
三
年
（
九
六
六
）
に
「
十
六
社
奉
幣
」
が
あ
っ
た
こ
と

の
裏
づ
け
と
し
て
、
岡
田
氏
は
、『
日
本
紀
略
』
で
確
認
す
る
。

【
史
料
２
】『
日
本
紀
略
』　

抄
出

１
康
保
三
年
（
九
六
六
）
閏
八
月
二
十
一
日
為
二

止
雨
一

奉
二

幣
十
六
社
一

。

２
正
暦
二
年
（
九
九
一
）
六
月
二
十
四
日

祈
三

雨
奉
二

幣
伊
勢
以
下
十
九

社
一

。

３
正
暦
五
年
（
九
九
四
）
二
月
十
七
日

奉
二

幣
伊
勢
以
下
諸
社
一

、
依

二

年
穀
一

也
。

４
長
徳
二
年
（
九
九
六
）
二
月
二
十
五
日

奉
二

幣
伊
勢
以
下
諸
社
一

、
天

皇
行
二

幸
八
省
院
一

。

　

確
か
に
、
こ
の
康
保
三
年
の
記
事
か
ら
「
十
六
社
」
と
い
う
数
は
確
認

で
き
る
が
、
具
体
的
な
社
名
ま
で
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
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【
史
料
３
】『
日
本
紀
略
』
応
和
元
年
（
九
六
一
）
六
月
十
二
日
条

為
二

祈
雨
一

、
発
二

遣
諸
社
奉
幣
使
一

。
伊
勢
幣
被
レ

付
二

昨
日
使
一

。
今

日
所
レ

遣
、
石
清
水
以
下
十
五
社
也
。

【
史
料
４
】『
日
本
紀
略
』
応
和
二
年
（
九
六
二
）
六
月
十
一
日
条　

抄
出

奉
二

幣
伊
勢
・
石
清
水
・
賀
茂
・
松
尾
・
平
野
・
稲
荷
・
春
日
・
大

原
野
・
大
神
・
大
和
・
石
上
・
廣
瀬
・
龍
田
・
住
吉
・
丹
生
・
貴
布

祢
等
一

。
祈
レ

止
二

霖
雨
一

。

　
「
伊
勢
神
宮
以
下
十
六
社
」
が
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
時
期
に
「
十
六

社
奉
幣
」
が
運
用
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。『
日
本
紀
略
』
応
和
三
年

（
九
六
三
）
七
月
十
五
日
に
も
「
伊
勢
以
下
廿
八
社
」
の
記
事
が
あ
る
。

も
っ
と
も
、『
二
十
二
社
次
第
』
の
康
保
三
年
の
箇
所
に
挙
げ
ら
れ
て
い

る
の
は
「
十
四
社
」
で
あ
り
、『
日
本
紀
略
』（【
史
料
４
】）
と
社
名
が
一

致
し
な
い
が
、『
二
十
二
社
次
第
』
に
欠
如
し
て
い
る
社
名
と
し
て
、「
大

和
」「
広
瀬
」
の
二
社
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
定
で
き
よ
う
。
お
そ
ら
く
こ

れ
が
、
確
定
し
た
「
十
六
社
」
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
清
水
潔
氏
は
、

応
和
三
年
（
九
六
三
）
か
ら
康
保
四
年
（
九
六
七
）
に
成
立
し
た
と
さ
れ

る）
（1
（

『
新
儀
式
』
は
、
天
慶
九
年
（
九
四
六
）
か
ら
天
暦
四
年
（
九
五
〇
）

に
成
立
し
た）

（1
（

村
上
天
皇
選
書
『
清
涼
記
』
を
基
に
し
、
同
時
代
に
お
け
る

儀
式
の
改
定
と
実
例
を
補
修
し
た
も
の
で
あ
る
と
言
う）

（1
（

。岡
田
荘
司
氏
は
、

『
新
儀
式
』
四
・
臨
時
上
「
祈
年
穀
事
」
に
「
十
六
社
」
と
あ
る
こ
と
か

ら
、『
新
儀
式
』
成
立
以
前
に
は
、「
十
六
社
制
」
が
確
立
し
て
い
た
と
の

判
断
で
考
察
し
、『
江
家
次
第
』第
五「
祈
年
穀
奉
幣
」の
項
の
記
載
か
ら
、

「
天
慶
四
・
五
年
の
発
遣
儀
式
は
、
の
ち
の
二
十
二
社
奉
幣
や
『
新
儀
式
』

所
載
の
十
六
社
奉
幣
の
発
遣
儀
式
と
同
様
で
あ
り
、
こ
の
時
期
に
十
六
社

の
定
数
が
ほ
ぼ
固
ま
っ
て
き
た
」
こ
と
を
確
認
し
、「
十
六
社
奉
幣
制
は

遅
く
と
も
天
慶
年
間
に
は
確
立
し
て
い
た）

11
（

」
と
指
摘
し
た
。

【
史
料
５
】『
日
本
紀
略
』
天
徳
三
年
（
九
五
九
）
五
月
四
日
条　

抄
出

天
皇
幸
二

八
省
院
一

。奉
二

幣
伊
勢
大
神
宮
以
下
諸
社
一

、合
十
六
社
也
。

風
雨
雷
鳴
降
雨
之
時
、
其
例
不
レ

見
。
依
二

神
祇
伯
大
中
臣
安
則
朝
臣

之
説
一

。
被
レ

行
レ

之
。
然
間
。
天
晴）

1（
（

。

　

こ
の
時
期
に
、「
伊
勢
以
下
十
六
社
」
の
パ
タ
ー
ン
表
現
で
確
定
的
に

奉
幣
が
運
用
開
始
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
、
国
史
上
の
初
見
で
あ
る
。『
古

事
類
苑
』
は
、
天
徳
三
年
を
伊
勢
大
神
宮
以
下
十
六
社
の
開
始
時
と
す

る）
11
（

。
十
世
紀
中
葉
に
「
十
六
社
」
が
確
定
し
て
運
用
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
。

【
史
料
６
】『
新
儀
式
』
第
四
臨
時
上　
「
祈
年
穀
事
」　

抄
出

若
有
レ

可
レ

祈
二

年
穀
一

、
上
卿
奉
レ

仰
、
先
以
二

陰
陽
寮
一

勘
二

吉
日
文
并

十
六
社
一

。

　
『
新
儀
式
』
に
は
、「
十
六
社
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
岡

田
氏
は
、
昌
泰
元
年
（
八
九
八
）
の
「
十
六
社
」
の
祈
雨
奉
幣
を
史
料
上
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の
初
見
と
し
、「
十
六
社
」
の
祈
雨
奉
幣
の
始
ま
り
と
解
し
（【
史
料
13
】）、

祈
年
穀
の
対
象
社
を
「
十
六
社
」
と
し
た
の
は
、
十
世
紀
初
期
で
あ
る
こ

と
を
指
摘
す
る
。
そ
の
最
大
の
根
拠
は
、
こ
こ
に
「
依
二

神
祇
伯
大
中
臣

安
則
朝
臣
之
説
一

」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
大
中
臣
安
則
は
寛
平
七
年

（
八
九
五
）
神
祇
少
副
、
翌
年
大
副
に
昇
り
、
延
喜
十
八
年
（
九
一
八
）

神
祇
伯
と
な
り
、
延
長
六
年
（
九
二
八
）
に
歿
し
て
（『
祭
主
補
任
』）」

い
る
が
、「
十
六
社
奉
幣
の
運
用
に
関
し
て
延
長
六
年
以
前
に
安
則
の
説

が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
十
六
社
奉
幣
が
確
実
に
制
度
と
し
て
定
着
し

て
い
た
こ
と
を
類
推
で
き
る）

11
（

」
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
確
か
に
、
大
中
臣

氏
は
、
祭
主
を
代
々
勤
め
た
家
系
で
あ
り
、
八
世
紀
に
は
伊
勢
介
大
中
臣

子
老
が
中
央
と
直
結
し
た
神
祇
官
人
と
し
て
神
祇
行
政
を
受
け
持
ち
、
九

世
紀
に
は
散
位
従
四
位
大
中
臣
朝
臣
淵
魚
が
弘
仁
六
年
か
ら
承
和
九
年
に

至
る
二
十
八
年
間
、
伊
勢
大
神
宮
祭
主
兼
務
と
し
て
神
祇
行
政
に
携
わ

り）
11
（

、
九
世
紀
か
ら
十
世
紀
前
半
に
は
大
中
臣
子
老
の
孫
、
祭
主
大
中
臣
安

則
が
在
任
三
十
九
年
間
、
神
祇
行
政
に
関
わ
り
（【
史
料
７
】）、
少
な
か

ら
ぬ
足
跡
を
残
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

【
史
料
７
】『
類
聚
大
補
任
』
寛
平
六
年
（
八
九
四
）
四
月
十
八
日）

11
（
　

抄
出

祭
主
正
六
位
上
行
神
祇
権
大
祐
大
中
臣
安
則　

四
月
十
八
日
任
、
在

任
卅
九
年
、
祭
主
子
老
孫
、
道
雄
男
也
、

　

延
長
六
年
（
九
二
八
）
以
前
に
「
安
則
の
説
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、

十
六
社
奉
幣
が
確
実
に
制
度
と
し
て
定
着
し
て
い
た
こ
と
を
類
推
で
き

る
」
の
で
あ
ろ
う
か
。
大
中
臣
安
則
が
延
長
五
年
（
九
二
七
）
に
撰
述
し

た
『
延
喜
式
』
が
大
中
臣
安
則
の
説
で
あ
る
と
言
う
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
史
料
を
み
れ
ば
、
九
世
紀
末
か
ら
十
世
紀
初
頭
に
お
い
て
「
十
六

社
奉
幣
」を
制
度
と
し
て
運
用
し
て
い
た
こ
と
は
検
出
で
き
な
い
。で
は
、

大
中
臣
安
則
の
在
職
中
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

【
史
料
８
】『
西
宮
記
』
延
喜
十
三
年
（
九
一
三
）
七
月
三
日
条　

抄
出

於
神
祇
官
斎
院
斎
主
大
中
臣
安
則
令
レ

祈
二

申
年
穀
一

云
々
。

【
史
料
９
】『
日
本
紀
略
』
延
喜
十
七
年
（
九
一
七
）
十
二
月
二
十
六
日
条　

抄
出

依
二

井
泉
枯
盡
一

、
京
畿
告
二

火 

急 

一

之
間
、
召
二

祭
主
神
祇
大
副
大

中
臣
安
則
一

、
給
二

祭
文
一

、
於
二

神
祇
官
一

、
令
レ

祈
二

申
伊
勢
以
下
諸

社
一

。

　
「
祭
主
神
祇
大
副
大
中
臣
安
則
」
が
召
さ
れ
て
、
祭
文
を
賜
り
、
神
祇

官
に
「
伊
勢
以
下
諸
社
」
に
対
し
て
祈
申
さ
せ
た
と
あ
る
か
ら
、
大
中
臣

安
則
は
重
要
な
役
目
を
負
っ
て
い
た）

11
（

。

【
史
料
10
】『
日
本
紀
略
』
延
喜
十
六
年
（
九
一
六
）
七
月
六
日
条　

抄
出

奉
二

幣
諸
社
一

。
依
二

祈
雨
一

也
。
十
六
社
之
外
十
一
社
。

　

延
喜
十
七
年
の
「
伊
勢
以
下
諸
社
」
は
、
延
喜
十
六
年
に
あ
る
「
十
六

社
之
外
十
一
社
」
と
い
う
よ
う
に
、
中
核
の
「
十
六
社
」
は
、
ほ
ぼ
固
ま
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り
つ
つ
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
並
木
和
子
氏
の
言
う
よ
う

に
、「
十
一
社
奉
幣
が
十
六
社
奉
幣
に
次
ぐ
も
の
と
さ
れ
た）

11
（

」の
で
あ
れ
ば
、

「
十
六
社
」
は
固
定
化
の
途
上
に
あ
り
、「
十
六
社
奉
幣
制
」
が
確
定
し

た
と
は
言
え
な
い
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

【
史
料
11
】『
貞
信
公
記
抄
』
延
長
元
年
（
九
二
三
）
正
月
二
十
一
日
条　

抄
出

召
二

祭
主
大
中
臣
安
則
一

、仰
下

京
中
咳
病
往
々
有
聞
仍
為
レ

攘
二

件
災
一

、

可
レ

祈
二

諸
社
一

之
由
上

。

【
史
料
12
】『
貞
信
公
記
抄
』
延
長
三
年
（
九
二
五
）
五
月
二
十
五
日
条　

抄
出

召
二

祭
主
大
中
臣
安
則
一

、
令
レ

祈
二

甘
雨
一

。

　

朝
廷
が
諸
社
に
祈
ら
せ
る
行
為
は
す
べ
て
大
中
臣
安
則
に
命
じ
て
行
わ

れ
た
こ
と
を
示
す
記
事
で
あ
る
。九
世
紀
末
は
、祈
雨
も
祈
年
穀
も
含
め
、

奉
幣
は
極
端
に
減
少
す
る
が
、
奉
幣
の
転
機
は
承
平
・
天
慶
の
乱
後
で
あ

る
。
大
中
臣
安
則
が
延
長
五
年
に
撰
述
し
た
『
延
喜
式
』
第
九
「
神
名
上
」

に
よ
れ
ば
、「
天
神
地
祇
惣
三
千
百
三
十
二
座
」
あ
り
、
例
え
ば
、「
大

四
百
九
十
二
座
」
で
み
る
と
、「
並
預
二

祈
年
、
月
次
、
新
嘗
等
祭
之
案
上

官
幣
一

」
と
あ
る
。
神
宮
祭
祀
に
お
け
る
祈
年
祭
に
は
「
奉
幣
の
み
が
行

わ
れ
」「
神
宮
に
お
け
る
祈
年
祭
は
奉
幣
の
た
め
の
祭
で
あ
っ
た
」こ
と
が
、

大
西
源
一
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る）

11
（

。『
延
喜
式
』「
臨
時
祭
」
に
あ

る
「
祈
雨
神
祭
八
十
五
座
」
を
み
る
と
、「
賀
茂
・
松
尾
・
稲
荷
・
貴
布
禰
・

大
和
・
大
神
・
石
上
・
広
瀬
・
龍
田
・
丹
生
川
上
・
住
吉
・
広
田
」
の

十
二
社
で
あ
り
、
祈
雨
神
の
中
核
に
は
違
い
な
い
が
、
こ
れ
は
後
代
の
中

核
「
十
六
社
」
と
同
じ
で
は
な
い
。「
石
清
水
・
平
野
・
春
日
・
大
原
野
」

が
な
く
、「
広
田
」
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、『
延

喜
式
』
以
前
の
「
昌
泰
・
延
喜
年
間
に
祈
雨
奉
幣
と
祈
年
穀
奉
幣
は
十
六

社
制
と
し
て
確
定
し
て
い
た）

11
（

」
と
は
、
大
中
臣
安
則
の
説
の
存
在
を
も
っ

て
し
て
も
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
、
室
町
時
代
に
撰
述
さ
れ
た

『
二
十
二
社
略
記
』
の
「
題
辞）

11
（

」
に
あ
る
よ
う
に
、
最
も
重
要
な
の
は
、

「
伊
勢
・
石
清
水
者
、
本
朝
二
所
之
宗
廟
也
」
で
あ
り
、「
賀
茂
・
松
尾
・

平
野
・
春
日
等
請
二

之
社
稷
一

」
で
あ
る
。「
十
六
社
」
に
は
、
必
ず
こ
れ

が
含
ま
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。並
木
和
子
氏
は
、「
十
六
社
奉
幣
制
」

が
九
世
紀
の
臨
時
奉
幣
制
に
起
源
が
あ
る
と
考
え
、
九
世
紀
の
祈
雨
奉
幣

を
考
察
し
、「
特
定
数
社
奉
幣
、
十
六
社
奉
幣
が
名
神
を
主
た
る
成
立
基

盤
と
し
」
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
延
暦
七
年
以
降
に
頻
出
す
る
名
神

祭
奉
幣
は
、
祈
雨
を
基
軸
と
し
て
行
わ
れ
、
臨
時
奉
幣
制
の
主
流
を
形
成

し
て
い
き
、
そ
し
て
、「
延
喜
年
間
に
至
り
伊
勢
奉
幣
と
特
定
数
社
奉
幣

お
よ
び
二
社
奉
幣
で
結
合
し
十
六
社
奉
幣
が
成
立
し
た）

1（
（

」
と
す
る
。
延
喜

年
間
は
、『
日
本
紀
略
』
に
よ
れ
ば
、「
奉
二

幣
諸
社
一

」
す
な
わ
ち
「
特
定

数
社
奉
幣
」
の
記
事
が
殆
ど
で）

11
（

、
し
か
も
「
奉
二

幣
伊
勢
大
神
宮
一

」
と
は
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別
個
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
延
喜
年
間
に
「
十
六
社
奉
幣

制
」
が
成
立
し
た
と
す
る
説
の
典
拠
を
基
礎
づ
け
得
な
い
。「
十
六
社
」

の
表
記
は
、
延
喜
十
六
年
に
初
見
し
（【
史
料
10
】）、
以
下
の
表
の
変
遷

を
経
る
も
の
の
、「
十
六
社
」
の
内
訳
が
不
明
で
、
そ
の
運
用
も
確
定
し

な
い
ま
ま
、
延
喜
年
間
の
成
立
と
す
る
こ
と
に
は
、
肯
首
で
き
な
い
。『
本

朝
世
紀
』
天
慶
二
年
（
九
三
九
）
六
月
十
二
日
に
示
さ
れ
た
「
十
五
社
」

の
社
名）

11
（

は
、『
延
喜
式
』
及
び
『
師
守
記
』（【
史
料
18
】）
の
記
事
か
ら
す

る
と
、「
廣
」は「
広
田
」で
あ
ろ
う
が
、『
本
朝
世
紀
』天
慶
四
年（
九
四
一
）

八
月
十
三
日
に
示
さ
れ
た
「
十
六
社
」
の
社
名）

11
（

に
は
「
広
田
」
で
は
な
く

「
広
瀬
」
が
含
ま
れ
て
お
り
、「
加
茂
上
下
」
を
「
賀
茂
」
と
し
、「
丹
生

川
上
」
を
「
丹
生
」
と
す
れ
ば
、
後
代
の
「
十
六
社
」
と
同
じ
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
時
期
に
「
十
六
社
」
が
固
定
化
し
た
も
の
と
言
え
よ

う）
11
（

。
天
慶
二
年
の
祈
雨
奉
幣
が
、「
丹
生
・

貴
布
禰
」
→
「
十
六
社
」
→
「
十
一
社
」
→

「
五
畿
七
道
名
神
」
の
順
に
行
わ
れ
た
こ
と

（『
本
朝
世
紀
』天
慶
二
年
七
月
十
三
日
）は
、

「
十
六
社
奉
幣
」
制
の
確
立
を
示
す
も
の
で

は
な
い
。

　

小
松
馨
氏
は
、「（
祈
年
穀
奉
幣
は
）
風
水

害
を
予
め
防
止
す
る
目
的
で
な
さ
れ
る
も
の

で
、
天
長
年
間
に
行
な
わ
れ
た
伊
勢
一
社
お

よ
び
名
神
へ
の
風
雨
災
害
防
止
の
た
め
の
奉

幣
が
起
源
」
で
あ
る
と
す
る
。
し
か
し
、「
伊

勢
神
宮
＋
諸
社
」
奉
幣
の
存
在
と
い
う
一
つ

の
パ
タ
ー
ン
を
示
し
て
は
い
る
も
の
の
、
も

し
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
天
長
年
間
で
は

延
喜
十
六
年
七
月
六
日
（
九
一
六
）

奉
二

幣
諸
社
一

。
依
二

祈
雨
一

也
。
十
六
社
之
外
十
一
社
。

承
平
元
年
三
月
二
十
四
日
（
九
三
一
）
奉
二

幣
於
伊
勢
大
神
宮
以
下
六
社
一

。
告
二

御
即
位
之
由
一

。

天
慶
二
年
六
月
十
二
日
（
九
三
九
）

依
二

祈
雨
一

、
奉
二

幣
諸
社
一

。［
本
朝
世
紀
］

天
慶
三
年
七
月
二
十
一
日
（
九
四
〇
）
祈
年
穀
奉
幣
使
被
レ

奉
二

送
十
八
社
一

。［
九
暦
］

天
慶
三
年
八
月
二
十
八
日

奉
二

幣
於
伊
勢
以
下
諸
社
一

。

天
慶
四
年
八
月
十
三
日
（
九
四
一
）

為
二

祈
年
穀
一

、
臨
時
幣
帛
使
被
奉
二

遣
諸
社
一

。
十
六
社
。　
［
本
朝
世
紀
］

天
慶
六
年
七
月
九
日
（
九
四
三
）

奉
二

幣
十
一
社
一

。
祈
レ

雨
也
。

天
暦
元
年
七
月
九
日
（
九
四
七
）

依
二

御
祈
一

、
被
レ

奉
二

臨
時
幣
帛
於
伊
勢
以
下
十
社
一

。

天
暦
元
年
十
月
三
日

奉
二

幣
於
伊
勢
以
下
十
四
社
一

。

天
暦
二
年
六
月
十
二
日
（
九
四
八
）

奉
二

幣
帛
於
諸
社
一

。
十
六
社
。
祈
二

甘
雨
一

也
。

天
暦
二
年
八
月
十
五
日

被
レ

奉
二

臨
時
御
使
於
十
六
社
一

。
是
為
レ

祈
二

秋
霖
一

也
。

天
暦
三
年
二
月
十
三
日
（
九
四
九
）

遣
二

使
伊
勢
已
下
十
二
社
一

。
祈
二

禱
天
変
恠
異
一

。

天
暦
三
年
七
月
二
十
四
日

為
下

祈
二

年
穀
一

幷
消
中

疫
癘
上

。
被
レ

遣
二

臨
時
幣
帛
使
於
十
六
社
一

。

天
徳
元
年
三
月
二
十
五
日
（
九
五
七
）
依
二

祈
雨
一

、
発
二

遣
十
六
社
奉
幣
使
一

。
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な
く
、
弘
仁
年
間
に
遡
る
こ
と
に
な
ろ
う）

11
（

。

　

こ
こ
ま
で
を
整
理
す
る
と
、
並
木
和
子
氏
は
、「
十
六
社
奉
幣
制
」
は

九
世
紀
の
臨
時
奉
幣
制
に
起
源
が
あ
る
と
考
え
、
岡
田
荘
司
氏
は
、
昌
泰

元
年
（
八
九
八
）
を
「
社
数
の
一
致
す
る
十
六
社
奉
幣
の
初
見
例）

11
（

」
と
し
、

九
世
紀
末
を
「
十
六
社
」
の
祈
雨
奉
幣
の
始
ま
り
と
解
し
、
祈
年
穀
の
対

象
社
を
「
十
六
社
」
と
し
た
の
は
、
十
世
紀
初
期
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し

た
が
、
疑
義
が
生
じ
て
い
る
。
前
述
の
よ
う
に
大
中
臣
安
則
の
説
の
存
在

は
典
拠
に
な
ら
な
い
。『
延
喜
式
』
が
大
中
臣
安
則
の
説
で
あ
る
。
史
料

を
み
れ
ば
、
九
世
紀
末
か
ら
十
世
紀
初
期
に
お
い
て
「
十
六
社
奉
幣
」
を

制
度
と
し
て
運
用
し
て
い
た
こ
と
は
検
出
で
き
な
い
し
、「
十
六
社
」
が

確
定
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い）

11
（

。史
料
の
上
で「
十
六
社
」が
後
代
の「
十
六

社
」
と
同
一
の
名
称
で
固
定
化
さ
れ
た
の
は
、
天
慶
四
年
（
九
四
一
）
頃

で
あ
る
。
史
料
の
上
で
「
十
六
社
奉
幣
制
」
の
確
実
な
運
用
が
み
ら
れ
る

の
は
、
十
世
紀
中
葉
で
あ
る
。

二
、「
十
六
社
奉
幣
制
」
の
成
立
時
期
に
つ
い
て

　

そ
れ
で
は
、「
十
六
社
奉
幣
制
」
の
成
立
時
期
は
、
い
つ
頃
と
考
え
る

べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
岡
田
荘
司
氏
は
、「
十
六
社
奉
幣
制
」
の
成
立
に
つ

い
て
考
え
る
場
合
、「
十
六
社
」
の
数
字
は
辿
れ
て
も
、
具
体
的
な
社
名

が
明
示
さ
れ
な
い
奉
幣
が
殆
ど
で
あ
り
、
明
示
さ
れ
て
い
る
史
料
は
『
本

朝
世
紀
』
天
慶
四
年
（
九
四
一
）
八
月
十
三
日
と
、『
日
本
紀
略
』
応
和

三
年
（
九
六
三
）
七
月
十
五
日
だ
け
で
あ
る
と
言
う）

11
（

。
し
か
し
、『
日
本

紀
略
』だ
け
を
み
て
も
、そ
れ
以
外
の
記
事）

11
（

に
社
名
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。

岡
田
荘
司
氏
は
、「
十
六
社
」の
社
数
の
初
見
例
と
し
て
、下
記
を
挙
げ
る
。

【
史
料
13
】『
日
本
紀
略
』
昌
泰
元
年
（
八
九
八
）
五
月
八
日
条

祈
三

雨
奉
二

幣
十
六
社
一

。

　

こ
れ
を
も
っ
て
、
文
献
の
う
え
で
「
十
六
社
」
の
祈
雨
奉
幣
の
始
ま
り

と
解
す
る
と
い
う
が
、「
特
定
数
社
奉
幣
」
の
開
始
時
期
で
あ
り
、「
特
定

数
社
奉
幣
」
の
一
場
合
に
過
ぎ
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

【
史
料
14
】『
日
本
紀
略
』
延
喜
二
年
（
九
〇
二
）
四
月
十
三
日
条

祈
年
穀
奉
幣
。

　

四
年
後
の
延
喜
二
年
に
、「
祈
年
穀
奉
幣
」
の
用
語
が
初
見
し
、
文
献

の
う
え
で
は
「
祈
年
穀
奉
幣
」
が
開
始
さ
れ
た
と
解
し
、
十
世
紀
後
半
以

降
の
「
祈
年
穀
奉
幣
」
の
展
開
と
合
致
す
る
と
言
う）

1（
（

。
数
値
の
表
示
に
着

目
す
る
の
で
あ
れ
ば
、【
史
料
10
】
に
「
十
六
社
之
外
」
と
あ
る
の
で
あ

る
か
ら
、
こ
の
時
期
に
「
十
六
社
」
の
大
枠
が
固
ま
っ
て
い
た
と
解
す
る

こ
と
も
で
き
よ
う）

11
（

。し
た
が
っ
て
、上
記
の
理
解
に
は
疑
義
が
あ
る
。「
十
六

社
」
の
把
捉
に
つ
い
て
は
裏
づ
け
の
弱
い
推
定
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
あ
ら
た
め
て
史
料
の
う
え
で
神
社
行
政
に
関
わ
る
記
事
に
着
目
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し
て
み
た
い
。

弘
仁
九
年
（
八
一
八
）

五
月
九
日

山
城
国
愛
宕
郡
貴
布
禰
神
為
二

大
社
一

。
日
本
後
紀

弘
仁
九
年
六
月
二
十
一
日
山
城
国
愛
宕
郡
貴
布
禰
神
奉
レ

授
二

従

五
位
下
一

。

日
本
後
紀

弘
仁
九
年
十
二
月
十
六
日
丹
波
国
桑
田
郡
出
雲
社
預
二

名
神
一

。

日
本
後
紀

弘
仁
十
三
年
（
八
二
二
）

六
月
二
十
一
日

尾
張
国
熱
田
神
奉
レ

授
二

従
四
位
下
一

。
日
本
後
紀

弘
仁
十
三
年
八
月
三
日

奉
レ

授
二

乙
訓
・
広
湍
・
龍
田
等
神
従

五
位
下
一

。

日
本
後
紀

仁
寿
二
年
（
八
五
二
）

五
月
八
日

加
二

山
城
国
松
尾
神
正
二
位
一

。

日
本
紀
略

　

九
世
紀
の
前
半
に
、
神
社
の
格
付
け
が
進
み
、
と
り
わ
け
、
嘉
祥
三
年

（
八
五
〇
）
以
降
、「
授
二

神
位
一

」
の
記
事
が
頻
発
す
る
。

【
史
料
15
】『
日
本
後
紀
』
弘
仁
九
年
（
八
一
八
）
五
月
二
十
二
日
条

始
置
二

斎
院
司
一

宮
主
一
員
・
長
官
一
員
・
次
官 

一
員 

・
判
官
一
員
・

主
典
二
員
。

　

斎
院
司
は
、
賀
茂
社
に
奉
仕
す
る
斎
王
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
。

斎
院
司
を
置
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
と
賀
茂
社
の
関
係
は
一
層
密
接
な
も

の
と
な
っ
た
。

【
史
料
16
】『
日
本
後
紀
』
弘
仁
十
年
（
八
一
九
）
三
月
十
六
日
条

勅
、
山
城
国
愛
宕
郡
賀
茂
御
祖
幷
別
雷
二
神
之
祭
、
宜
レ

准
二

中
祀
一

。

　

賀
茂
社
の
祭
り
が
、
国
の
中
祀
に
准
ず
る
扱
い
と
な
る
。

【
史
料
17
】『
日
本
紀
略
』
寛
平
五
年
（
八
九
三
）
十
一
月
三
日
条

五
畿
七
道
神
社
各
増
二

位
一
階
一

。

　

岡
田
荘
司
氏
は
、
寛
平
六
年
頃
に
と
に
か
く
「
十
六
社
」
の
骨
格
が
作

ら
れ
る
と
言
う
。
兵
乱
に
関
す
る
記
事
と
し
て
、『
日
本
紀
略
』
寛
平
六

年
（
八
九
四
）
四
月
十
九
日
「
為
レ

討
二

新
羅
賊
一

、
奉
二

幣
伊
勢
太
神
宮
一

」

お
よ
び
二
十
日
「
分
二

遣
諸
神
社
奉
幣
使
一

」
の
先
例
を
持
ち
出
し
た
、
天

慶
三
年
（
九
四
〇
）
の
例
を
記
事
と
す
る
『
師
守
記
』
を
紹
介
し）

11
（

、
貞
和

三
年
十
二
月
十
七
日
条
裏
書
に
、「
准
二

寛
平
六
年
四
月
新
羅
賊
例
一

、
奉
二

幣
十
二
社
一

」
と
あ
る
こ
と
と
相
応
す
る
記
述
と
す
る
。

【
史
料
18
】『
師
守
記
』
貞
和
三
年
十
二
月
十
七
日
裏
書
「
天
下
兵
革
時
被

レ

行
二

御
祈
例
）
11
（

一

」

（
天
慶
三
年
正
月
）

十
三
日
、
諸
卿
参
入
。
依
二

東
西
兵
乱
一

、
准
二

寛
平
六
年
四
月
新
羅

賊
例
一

、
奉
二

幣
十
二
社
一

、
伊
勢
・
石
清
水
・
賀
茂
・
松
尾
・
平
野
・
大
原
野
・
稲
荷
・
春
日
・
大
神
・
大
和
・

住
吉
・
広
田

　
「
十
二
社
」
は
、
都
周
辺
の
社
、
古
京
の
古
社
大
神
、
神
功
皇
后
伝
説

と
関
わ
り
の
深
い
社
で
あ
る
。
後
代
に
固
定
化
し
た
「
十
六
社
」
に
含
ま
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れ
な
い
「
広
田
」（
凶
賊
追
伐
に
霊
験
の
あ
る
社
）
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ら
は
基
幹
神
社
で
は
あ
る
が
、「
丹
生
・
貴
布
禰
」
が
な
い
か
ら
、「
祈

雨
」
な
ど
を
目
的
と
し
た
「
十
六
社
」
の
基
礎
と
な
っ
て
い
た
わ
け
で
も

な
い
。「
兵
乱
」
対
応
が
目
的
で
あ
る
。
こ
の
前
提
を
も
っ
て
、
昌
泰
元

年
五
月
八
日
（【
史
料
13
】）
に
「
祈
年
穀
」
奉
幣
す
な
わ
ち
「
十
六
社
奉

幣
」
が
成
立
し
た
典
拠
を
求
め
る
の
は
甚
だ
困
難
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

も
っ
と
も
、
岡
田
氏
が
着
想
し
て
い
た
よ
う
に
、「
承
平
・
天
慶
の
乱
後

の
新
た
な
神
社
行
政
の
展
開）

11
（

」
は
重
要
で
あ
ろ
う
。

【
史
料
19
】『
日
本
紀
略
』
天
慶
四
年
（
九
四
一
）
十
二
月
十
九
日
条　

抄

出

奉
レ

授
二

神
祇
官
神
・
左
京
職
・
宮
内
省
・
摂
津
国 

神 

凡
十
七
所
階

級
一

。

　

階
級
授
与
は
儀
礼
的
で
あ
る
と
し
て
も
、
こ
の
時
期
、
国
家
祭
祀
の
上

位
社
が
固
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

【
史
料
20
】『
日
本
紀
略
』
天
慶
五
年
（
九
四
二
）
四
月
十
四
日
条　

抄
出

奉
二

幣
於
伊
勢
大
神
宮
等
一

。
依
レ

賽
二

東
国
南
海
賊
等
伏
誅
之
由
一

也
。

【
史
料
21
】『
日
本
紀
略
』
天
慶
五
年
四
月
二
十
七
日
条　

抄
出

奉
二

幣
宇
佐
八
幡
宮
・
香
椎
廟
・
石
清
水
宮
一

。
依
レ

賽
二

東
西
賊
徒
討

平
之
由
一

也
。

【
史
料
22
】『
日
本
紀
略
』
天
慶
五
年
四
月
二
十
九
日
条　

抄
出

天
皇
幸
二

賀
茂
社
一

。
奉
二

神
宝
幣
帛
走
馬
一

。
祢
宜
等
加
二

給
爵
位
一

。

依
二

兵
乱
平
和
之
賽
一

也
。

　

こ
こ
で
石
清
水
・
賀
茂
の
上
位
社
と
し
て
の
位
置
づ
け
は
揺
る
ぎ
の
な

い
も
の
と
な
っ
た）

11
（

。承
平
・
天
慶
の
乱
後
の
朝
廷
の
神
社
対
応
を
み
れ
ば
、

乱
勃
発
を
契
機
と
し
て
国
家
が
神
と
直
截
に
対
峙
す
る
よ
う
に
な
り
、
国

家
が
「
授
二

神
位
一

」
を
通
じ
て
神
社
と
の
距
離
を
縮
め
、
神
社
の
祭
祀
を

国
家
の
祭
祀
に
准
ず
る
扱
い
に
す
る
な
ど
関
係
を
強
め
る
こ
と
と
な
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
な
か
、
中
核
と
な
る
「
十
六
社
」
が
、
兵
乱
平
定
祈
願

の
要
請
を
も
含
み
熟
成
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

【
史
料
23
】『
日
本
紀
略
』
天
慶
六
年
（
九
四
三
）
七
月
九
日
条　

抄
出

奉
二

幣
十
一
社
一

。
祈
レ

雨
也
。

【
史
料
24
】『
日
本
紀
略
』
天
暦
元
年
（
九
四
七
）
十
月
三
日
条　

抄
出

奉
二

幣
伊
勢
以
下
十
四
社
一

。
被
レ

祈
二

申
疱
瘡
赤
痢
幷
御
薬
平
安
之 

由
一

。

　

と
あ
る
よ
う
に
、「
十
六
社
」
が
奉
幣
先
と
し
て
確
定
的
に
運
用
さ
れ

て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。

【
史
料
25
】『
日
本
紀
略
』
天
徳
元
年
（
九
五
七
）
三
月
二
十
五
日
条　

抄

出

依
二

祈
雨
一

、
発
二

遣
十
六
社
奉
幣
使
一

。

【
史
料
26
】『
日
本
紀
略
』
天
徳
元
年
十
二
月
七
日
条　

抄
出
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奉
二

幣
諸
社
一

。
石
。
賀
。
松
。
平
。
稲
。
春
。
原
。
神
。
上
。
廣
。
和
。
住
。

　

天
徳
元
年
に
「
十
六
社
」
に
「
奉
幣
」
が
行
わ
れ
た
。
奉
幣
先
は
、
石

清
水
、
賀
茂
、
松
尾
、
平
野
、
稲
荷
、
春
日
、
大
原
野
、
大
神
、
石
上
、

廣
瀬
、
大
和
、
住
吉
の
十
二
社
で
あ
る
が
、
大
中
臣
安
則
の
延
長
五
年
撰

述
『
延
喜
式
』
第
九
「
臨
時
祭
」
の
「
祈
雨
神
祭
八
十
五
座
」
に
挙
げ
ら

れ
て
い
る
「
十
二
社
」
と
は
異
な
る
。
天
徳
元
年
の
「
十
六
社
」（【
史
料

25
】）
は
、
前
述
の
『
本
朝
世
紀
』
天
慶
四
年
（
九
四
一
）
八
月
十
三
日

の
奉
幣
先）

11
（

と
同
一
で
あ
ろ
う
。

天
徳
二
年
（
九
五
八
）

九
月
十
三
日

発
二

遣
五
社
奉
幣
使
一

。
石
。
賀
。
松
。
平
。
春
等
也
。

日
本
紀
略

天
徳
二
年
九
月
十
七

日

発
二

遣
五
社
奉
幣
使
一

。
石
。
賀
。
松
。
平
。
稲
。
春
。
原
也
。

日
本
紀
略

天
徳
三
年
（
九
五
九
）

五
月
四
日

天
皇
幸
二

八
省
院
一

。
奉
二

幣
伊
勢
大
神
宮

以
下
諸
社
一

、
合
十
六
社
也
。

日
本
紀
略

天
徳
三
年
七
月
十
日

祈
二

年
穀
奉
三

幣
十
六
社
一

。

日
本
紀
略

　

こ
こ
で
、「
伊
勢
大
神
宮
＋
諸
社
」
で
は
な
く
、
前
述
の
天
慶
二
年

（
九
三
九
）
六
月
十
二
日
・
天
慶
四
年
八
月
十
三
日
（『
本
朝
世
紀
』）
の

復
活
の
よ
う
な
形
で
、
小
松
馨
氏
の
指
摘
す
る
「
伊
勢
大
神
宮
＋
十
五
社
」

の
パ
タ
ー
ン
表
現
で
奉
幣
が
行
わ
れ
た
。

【
史
料
27
】『
日
本
紀
略
』
天
徳
四
年
（
九
六
〇
）
七
月
十
七
日
条　

抄
出　

奉
二

幣
諸
社
一

。
石
。
賀
。
松
。
平
。
稲
。
春
。
原
。
神
。
上
。
和
。
廣
。
龍
。
住
。
丹
。
貴
。

　
「
十
五
社
」
の
社
名
が
明
ら
か
に
な
り
、
応
和
二
年
（
九
六
二
）
六
月

十
一
日
で
、「
大
和
」
と
「
石
上
」
の
順
位
が
入
れ
替
わ
る
が
、「
石
清
水

以
下
十
五
社
」
は
確
定
し
て
い
る）

11
（

。

【
史
料
28
】『
二
十
二
社
略
記）

11
（

』

卜
部
兼
右
廿
二
社
註
式
曰
。
人
皇
六
十
二
代
村
上
天
皇
治
十
九
年
、

康
保
二
年
乙
丑
年
、霖
雨
経
レ

月
九
天
覆
レ

雲
、依
レ

之
閏
八
月
廿
一
日
、

奉
二

幣
十
六
社
一

。
止
レ

雨
。
伊
勢
・
石
清
水
・
賀
茂
上
下
・
松
尾
・
平
野
・

稲
荷
・
春
日
・
大
原
野
・
大
神
・
石
上
・
大
和
・
廣
瀬
・
龍
田
・
住

吉
・
丹
生
・
木
船
○
案
江
次
第
云
。
正
暦
已
前
十
七
社
。

　

後
代
の
史
料
で
は
あ
る
が
、
当
時
と
し
て
は
か
な
り
正
確
な
資
料
に
基

づ
い
た
見
分
と
思
わ
れ
る
。「
大
原
野
・
大
神
・
石
上
・
大
和
」
の
順
位
は
、

『
本
朝
世
紀
』
天
慶
四
年
八
月
十
三
日
と
異
な
る
も
の
の
、
社
名
の
表
記

は
「
賀
茂
上
下
」
の
よ
う
に
九
世
紀
・
十
世
紀
初
期
の
表
記
が
み
ら
れ
る
。

「
康
保
二
年
」
の
記
述
は
、
下
記
の
よ
う
に
「
康
保
三
年
」
の
誤
り
で
あ

る）
11
（

。
【
史
料
29
】『
日
本
紀
略
』
康
保
三
年
（
九
六
六
）
閏
八
月
二
十
一
日
条

為
二

止
雨
一

、
奉
二

幣
十
六
社
一

。

【
史
料
30
】『
日
本
紀
略
』
康
保
二
年
（
九
六
五
）
七
月
二
十
三
日
条
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奉
二

幣
伊
勢
以
下
十
六
社
一

。

　

前
述
の
よ
う
に
、
天
徳
三
年
（
九
五
九
）
以
降
に
「
伊
勢
大
神
宮
＋

十
五
社
」
の
パ
タ
ー
ン
表
現
で
奉
幣
が
運
用
さ
れ
始
め
た
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
。
十
世
紀
中
葉
に
「
十
六
社
奉
幣
制
」
が
確
立
し
た
と
解
す
べ
き

で
あ
ろ
う）

1（
（

。「
諸
名
神
対
象
の
奉
幣
は
順
次
、
対
象
社
を
減
少
さ
せ
、
特

定
数
社
に
限
定
さ
れ
、
九
世
紀
末
・
十
世
紀
初
頭
に
は
、
伊
勢
神
宮
を
加

え
た
十
六
社
に
固
定
す
る
。
こ
う
し
て
、
伊
勢
神
宮
お
よ
び
畿
内
有
力
社

を
対
象
と
し
た
十
六
社
奉
幣
が
成
立
し
た）

11
（

」
と
い
う
理
解
は
、
史
料
の
記

事
に
照
ら
し
、
肯
首
で
き
な
い
。

【
史
料
31
】『
延
喜
式
』
臨
時
祭
式　

抄
出

凡
神
戸
庸
調
充
二

祭
料
幷
造
神
社
及
供
神
調
度
一

、
但
田
租
貯
レ

為
二

神

税
一

。

　
『
延
喜
式
』
に
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
神
戸
か
ら
の
庸
調
が
神
社

の
経
営
に
と
っ
て
重
要
な
収
入
源
で
あ
っ
た
が
、
律
令
国
家
が
解
体
す
る

な
か
で
、「
幣
帛
不
受
」
の
動
き
が
あ
り
、
九
世
紀
末
に
は
班
幣
の
実
施

自
体
が
困
難
と
な
り）

11
（

、
国
家
財
政
の
支
出
を
限
る
意
味
か
ら
も
、
奉
幣
先

の
神
社
を
十
世
紀
初
期
に
数
社
に
限
定
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
と

り
わ
け
、
承
平
・
天
慶
の
乱
で
「
全
国
の
神
々
が
総
動
員
さ
れ）

11
（

」、
乱
以

後
の
、
前
述
の
天
慶
四
年
・
五
年
の
朝
廷
の
神
社
に
対
す
る
褒
賞
の
態
様

（
伊
勢
奉
幣
・
石
清
水
奉
幣
・
賀
茂
行
幸
な
ど
）
を
み
れ
ば
、
こ
の
時
期

に
は
後
の
十
六
社
の
う
ち
の
上
位
三
社
が
ほ
ぼ
確
定
し
た
と
み
る
こ
と
が

で
き
よ
う）

11
（

。
十
世
紀
中
葉
の
承
平
・
天
慶
の
乱
以
後
、
神
と
の
対
峙
の
重

要
性
が
再
認
識
さ
れ
、
天
慶
四
年
頃
に
「
十
六
社
奉
幣
」
と
し
て
い
わ
ば

復
活
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

し
た
が
っ
て
、「
十
六
社
奉
幣
制
」
は
、
十
世
紀
中
葉
に
確
立
し
た
と

考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
祈
年
穀
に
つ
い
て
の
「
十
六
社
」
の
枠
自
体
は
、

延
喜
十
六
年
（
九
一
六
）
頃
よ
り
、
天
慶
四
年
（
九
四
一
）
頃
に
か
け
て

徐
々
に
入
れ
替
え
な
が
ら
社
名
が
固
定
化
し
て
い
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
天

慶
四
年
頃
に
「
十
六
社
奉
幣
制
」
は
成
立
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
並
木
和
子

氏）
11
（

や
岡
田
荘
司
氏）

11
（

や
上
島
享
氏）

11
（

が
着
目
し
た
「
承
平
・
天
慶
の
乱
以
後
」

に
つ
い
て
は
、
延
喜
年
間
と
の
違
い
が
史
料
か
ら
判
読
で
き
、「
十
六
社

奉
幣
制
」
の
成
立
を
考
え
る
う
え
で
重
要
で
あ
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

三
、「
十
六
社
奉
幣
」
と
仏
教
の
混
淆

　

名
神
奉
幣
制
は
桓
武
朝
の
延
暦
七
年
以
降
に
見
え
始
め
、
十
六
社
奉
幣

の
淵
源
の
一
つ
で
あ
る
年
穀
祈
願
の
奉
幣
は
、
嵯
峨
朝
以
降
に
増
え
、
淳

和
朝
頃
か
ら
「
伊
勢
大
神
宮
＋
諸
国
名
神
」
に
対
す
る
奉
幣
が
行
わ
れ

た）
11
（

。
九
世
紀
末
の
光
孝
朝
・
宇
多
朝
で
は
、
奉
幣
自
体
が
極
端
に
減
少
し
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十
世
紀
を
迎
え
る
。
九
世
紀
中
葉
に
、
伊
勢
一
社
と
畿
内
名
神
に
対
し
て

奉
幣
が
行
わ
れ
、
同
時
に
、
十
五
大
寺
で
仁
王
経
を
読
経
し
、
城
外
崇
山

有
験
之
寺
で
転
経
さ
せ
た
例
が
あ
る
。

【
史
料
32
】『
続
日
本
後
紀
』
承
和
六
年
（
八
三
九
）
四
月
十
七
日
条　

抄

出

勅
、
頒
二

幣
於
松
尾
・
賀
茂
上
下
・
貴
布
祢
・
丹
生
川
上
雨
師
・
住

吉
諸
社
一

、
令
レ

祈
二

澍
雨
一

。
又
限
二

七
箇
日
一

、
令
レ

読
二

仁
王
経
於

十
五
大
寺
一

、
兼
通
二

城
外
崇
山
有
験
之
寺
一

、
同
俾
二

転
経
一

、
並
以
二

自
レ

春
迄
レ

今
不
一
レ

雨
也
。

【
史
料
33
】『
続
日
本
後
紀
』
承
和
六
年
四
月
二
十
日
条　

抄
出

遣
下
二

従
五
位
下
高
原
王
等
一

、
奉
中

幣
於
伊
勢
大
神
宮
上

、
令
レ

祈
レ

雨
。

　

承
和
六
年
の
神
社
へ
の
奉
幣
は
、
既
に
祈
雨
の
た
め
の
唯
一
の
手
段
で

は
な
い
。
承
和
五
年
（
八
三
八
）
七
月
二
十
二
日
・
二
十
九
日）

11
（

の
伊
勢
大

神
宮
へ
の
秋
稼
祈
願
、
す
な
わ
ち
年
穀
祈
願
の
奉
幣
の
初
見
は
、
既
に
指

摘
さ
れ
て
い
る）

1（
（

。
そ
の
直
前
の
同
年
七
月
十
七
日
に
内
外
諸
名
神
に
対
す

る
分
幣
が
な
さ
れ
、
同
年
八
月
十
九
日
・
九
月
八
日
に
止
雨
を
祈
っ
て
貴

布
祢
と
丹
生
川
上
雨
師
神
に
幣
帛
し
た
こ
と
を
見
れ
ば
、「
祈
雨
」
と
「
祈

年
穀
」
の
区
別
、
あ
る
い
は
「
伊
勢
神
宮
」
と
「
諸
神
」
の
区
別
が
あ
り
、

十
世
紀
初
期
も
同
様
で
あ
る
。「
伊
勢
」
と
「
数
社
」
が
、「
伊
勢
＋
数
社
」

の
表
現
パ
タ
ー
ン
と
な
り
、
且
つ
、「
祈
雨
＋
祈
年
穀
」
を
合
算
し
た
奉

幣
は
、
天
慶
期
以
降
で
あ
る
。

【
史
料
34
】『
日
本
紀
略
』
嘉
祥
三
年
（
八
五
〇
）
五
月
九
日
条

荘
二

厳
清
涼
殿
一

、
安
二

置
仏
像
経
巻
一

。
屈
二

請
百
僧
一

、
修
二

先
皇

七
七
日
御
斎
会
一

。
解
坐
之
後
、
便
於
二

大
極
殿
一

、 

限 

二

三
箇
日
一

、

読
二

大
般
若
経
一

。
以
祈
二

甘
雨
一

也
。
応
レ

時
雨
降
。」
是
日
有
レ

制
。

為
二

諸
名
神
一

、
令
レ

度
二

七
十
人
一

。
各
為
二

名
神
一

、
発
願
誓
念
。
其

得
度
者
皆
以
二

神 

字 

一

被
二

於
名
首
一

。

　

名
神
に
対
す
る
奉
幣
で
は
な
く
、
祈
雨
の
た
め
の
読
経
が
行
わ
れ
た
。

仏
教
の
読
経
が
奉
幣
の
代
替
手
段
と
な
っ
て
い
る
。
諸
名
神
の
た
め
に
、

七
十
人
を
得
度
さ
せ
、
得
度
者
に
は
、
皆
「
神
」
の
字
が
頭
に
付
与
さ
れ

る
と
い
う
。
さ
ら
に
、
災
疫
を
攘
う
対
策
と
し
て
は
、
諸
神
へ
の
奉
幣
は

な
く
、
伊
勢
大
神
宮
へ
の
奉
幣
と
と
も
に
、
読
経
が
行
わ
れ
た
。



國學院雑誌　第 123 巻第６号（2022年） ─ 14 ─

仁
寿
三
年
（
八
五
三
）

三
月
二
十
二
日

請
二

名
僧
百
口
於
大
極
殿
一

転
二

経
大
般
若

経
一

、
限
二

三
日
一

訖
。
攘
二

災
疫
一

也
。

日
本
紀
略

仁
寿
三
年
四
月
十
日

遣
二

使
於
伊
勢
大
神
宮
一

。請
レ

除
二

災
疫
一

。
日
本
紀
略

仁
寿
三
年
五
月
十
一

日

詔
二

十
七
寺
一

、
読
二

大
般
若
経
一

、
限
二

三

日
一

訖
。
攘
二

災
疫
一

也
。

日
本
紀
略

仁
寿
三
年
七
月
十
八

日

遣
下
三

使
向
二

於
伊
勢
大
神
宮
一

奉
上
レ

幣
。

請
レ

除
二

災
沴
一

。

日
本
紀
略

斉
衡
三
年
（
八
五
六
）

五
月
九
日

請
二

僧
二
百
五
十
人
於
大
極
殿
及
冷
然

院
・
賀
茂
・
松
尾
神
社
一

、
読
二

大
般
若

経
一

、
限
二

三
日
一

訖
。
攘
二

災
疫
一

也
。

日
本
紀
略

斉
衡
三
年
九
月

二
十
二
日

請
二

僧
於
賀
茂
等
社
一

、
読
二

金
剛
般
若

経
一

、
限
二

三
日
一

訖
。

日
本
紀
略

天
安
元
年
（
八
五
七
）

五
月
三
日

請
二

僧
百  

五  

十
人
於
賀
茂
上
下
・
松
尾

大
神 

社 

一

令
レ

転
二

読
金
剛
般
若
経
一

、
限

以
二

三
箇
日
一

。

日
本
紀
略

　

国
家
に
請
わ
れ
て
僧
侶
が
神
社
に
赴
き
読
経
を
行
い
、
本
来
あ
る
べ
き

奉
幣
は
割
愛
さ
れ
て
い
る
。
祈
雨
の
よ
う
な
温
順
で
災
害
の
急
迫
性
の
な

い
場
合
に
は
、
選
択
し
得
る
方
策
が
採
ら
れ
た
が
、「
攘
二

災
疫
一

」「
除
二

災
疫
一

」
と
い
う
急
迫
性
の
災
害
対
応
に
関
し
て
は
、
専
ら
「
伊
勢
奉
幣
」

と
「
般
若
之
力）

11
（

」
に
頼
ろ
う
と
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

次
に
、
祈
雨
の
方
策
が
す
べ
て
出
揃
っ
た
事
例
に
つ
い
て
み
る
。

【
史
料
35
】『
日
本
紀
略
』
元
慶
元
年
（
八
七
七
）　

抄
出

六
月
十
二
日

令
下
二

京
城
側
近
諸
寺
一

読
上
レ

経
。
祈
レ

雨
也
。

六
月
十
四
日

奉
二

幣
石
清
水
八
幡
宮
以
下
諸
社
一

。
祈
レ

雨
也
。

六
月
二
十
三
日
奉
二

幣 

黒
馬 

丹
生
川
上
神
一

祈
レ

雨
。
又
奉
二

幣
貴
布
禰
神
一

祈
レ

雨
。

六
月
二
十
六
日
屈
二

大
法
師
教
日
一

、
於
二

神
泉
苑
一

、
率
二

廿
一
僧
一

、
修
二

金

翅
鳥
王
経
法
一

。
請
レ

雨
也
。

六
月
二
十
七
日
遣
二

使
於
東
大
寺
大
仏
前
一

、
限
以
二

三
日
一

、
修
法
祈
レ

雨
。

遂 

不
レ

得
二

嘉
澍
一

。

七
月
七
日

請
二

一
百
僧
於
紫
震
殿
一

、
限
以
二

三
日
一

、
読
二

大
般
若
経
一

。

即
是
秋
季
御
読
経
。 

兼 

祈
二

甘
雨
一

也
。

　

祈
雨
の
手
段
は
、
諸
寺
で
の
読
経
、
諸
社
へ
の
奉
幣
、
神
泉
苑
で
の
修

法
、
東
大
寺
で
の
修
法
、
紫
宸
殿
で
の
読
経
で
あ
る
。
こ
の
と
き
は
、
そ

れ
ぞ
れ
別
個
に
要
請
さ
れ
て
い
る
。
天
皇
の
御
願
修
法
で
あ
る
季
御
読
経

が
祈
雨
の
手
段
と
さ
れ
た
こ
と
に
も
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

【
史
料
36
】『
日
本
紀
略
』
元
慶
四
年
（
八
八
〇
）
五
月
二
十
日
条　

抄
出

先
レ

是
、
有
レ

勅
議
定
。
始
レ

自
二

廿
二
日
一

、三
箇
日
間
、
於
二

賀
茂
松

尾
等
社
一

、
将
レ

修
二

灌
頂
経
法
一

。
為
レ

祈
レ

雨
也
。

　

祈
雨
の
た
め
に
、
奉
幣
で
は
な
く
、
名
神
に
お
け
る
修
法
で
対
応
が
な

さ
れ
た
例
で
あ
る
。

【
史
料
37
】『
日
本
紀
略
』
仁
和
三
年
（
八
八
七
）
八
月
十
八
日
条
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延
二

宿
徳
名
僧
百
口
於
紫
宸
大
極
両
殿
一

、
読
二

大
般
若
経
一

。
限
二

三

个
日
一

、
攘
レ

災
祈
二

年
穀
一

也
。

　
「
祈
年
穀
奉
幣
」
の
初
見
（【
史
料
14
】）
以
前
に
既
に
、「
祈
年
穀
」
は

読
経
に
よ
り
対
応
さ
れ
て
い
た
。「
攘
レ

災
」
に
よ
る
「
年
穀
」
を
「
般
若

之
力
」（【
史
料
38
】）
に
頼
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
次
に
疫
癘
対
策
の
方

策
に
つ
い
て
み
る
。

【
史
料
38
】『
続
日
本
後
紀
』
承
和
七
年
（
八
四
〇
）
六
月
十
三
日
条　

抄

出

勅
、去
年
秋
稼
不
レ

登
、諸
国
告
レ

飢
。今
茲
疫
癘
間
発
、夭
傷
未
レ

弭
。

加
以
季
夏
不
レ

雨
、嘉
苗
擬
レ

燋
。夫
銷
レ

殃
受
レ

祐
、必
資
二

般
若
之
力
一

。

護
レ

国
安
レ

民
、
事
由
二

修
善
之
功
一

。
冝
下

命
二

五
畿
内
一

、七
ケ
日
間
、

昼
転
二

大
般
若
経
一

、
夜
修
中

薬
師
悔
過
上

。

　

神
・
仏
の
効
能
に
つ
い
て
は
、
仁
明
天
皇
は
個
別
に
認
め
て
い
た
が）

11
（

、

承
和
三
年
七
月
十
六
日
に
は「
夫
鎖
二

災
眚
一

招
二

福
佑
一

者
、唯
般
若
冥
助
、

名
神
厳
力
而
已
。」（『
続
日
本
後
紀
』）
と
言
い
、
両
方
を
同
時
に
認
め
た
。

仁
明
天
皇
の
仏
教
の
効
能
の
理
解
は
さ
ら
に
進
み
、
災
害
対
策
に
対
す
る

一
つ
の
転
機
と
な
っ
た
。
と
り
わ
け
、「
夫
銷
二

殃
未
然
一

、
不
レ

如
二

般
若

之
力
）
11
（

一

」
と
い
う
よ
う
に
、
疫
癘
の
対
策
と
し
て
は
、
奉
幣
で
は
な
く
仏

教
が
選
ば
れ
た
。

【
史
料
39
】『
続
日
本
後
紀
』
承
和
九
年
（
八
四
二
）
九
月
二
十
日
条　

抄

出

勅
、
去
四
月
四
日
御
卜
曰
。
来
年
春
夏
間
、
可
レ

有
二

疫
気
一

、
冝
下

 

奉
二

幣
於
伊
勢
大
神
宮
一

、兼
奠
二

幣
於
天
下
名
神
一

、防
中

災
於
未
然
上

。

　

こ
の
と
き
は
、
急
迫
性
は
な
く
、
疫
気
を
占
い
、
未
然
に
防
止
す
る
た

め
、
奉
幣
の
み
が
行
わ
れ
た
。

【
史
料
40
】『
続
日
本
後
紀
』
嘉
祥
二
年
（
八
四
九
）
二
月
二
十
五
日
条　

抄
出

陰
陽
寮
言
、
今
年
疫
癘
可
レ

慈
、
又
四
五
月
応
レ

有
二

洪
水
一

者
。
勅
、

頃
来
染
レ

渡
疫
之
人
、
往
々
夭
亡
。
夫
護
防
之
恃
、
実
頼
二

冥
威
一

、

存
済
之
方
、
亦
期
二

梵
力
一

。
冝
レ

令
下
二

五
畿
内
七
道
諸
国
一

、
奉
二

幣

名
神
一

、兼
復
於
二

国
分
二
寺
及
定
額
寺
一

、一
七
ケ
日
、昼
転
二

経
王
一

、

夜
礼
二

観
音
一

、
如
法
修
行
、
必
呈
中

霊
感
上

。

　

奉
幣
だ
け
で
な
く
、
国
分
二
寺
や
定
額
寺
で
修
法
が
行
わ
れ
た
。
貞
観

十
五
年
（
八
七
三
）
二
月
二
十
三
日
で
は
、「
亦
期
二

梵
力
一

」
と
言
わ
ず

と
も
、「
班
二

幣
境
内
名
神
一

」
と
国
分
寺
・
定
額
寺
で
の
「
昼
転
経
、
夜

礼
懺
」
が
パ
タ
ー
ン
化
さ
れ
て
い
る
（『
日
本
紀
略
』）。

【
史
料
41
】『
日
本
紀
略
』
貞
観
十
七
年
（
八
七
五
）
十
二
月
十
三
日
条

勅
、
令
下

五
畿
七
道
諸
国
一

奉
二

幣
境
内
名
神
一

、
及
国
分
二
寺
諸
定
額

寺
。
屈
二

僧
七
口
一

、
限
以
二

三
日
一

、
昼
転
二

金
剛
般
若
経
一

、
夜
念
中

薬
師
観
音
号
上

。明
年
当
二

三
合
一

、 

予 

攘
二

除
水
旱
疾
疫
兵
喪
火
災
一

。
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さ
ら
に
、
奉
幣
や
読
経
は
、
予
防
措
置
と
し
て
の
「
攘
二

除
水
旱
疾
疫

兵
喪
火
災
一

」
の
役
割
も
担
う
よ
う
に
な
っ
た
。

【
史
料
42
】『
日
本
紀
略
』
延
喜
二
年
（
九
〇
二
）
六
月
十
七
日
条

五
龍
祭
。
同
於
二

十
社
一

読
経
。
又
於
二

十
五
大
寺
・
延
暦
寺
一

読
経）

11
（

。

　

神
社
で
の
読
経
は
常
態
化
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

【
史
料
43
】『
日
本
紀
略
』
延
喜
三
年
（
九
〇
三
）
七
月
二
十
四
日
条

奉
レ

祈
二

二
社
一

、
依
二

止
雨
一

也
。

　

止
雨
を
祈
る
た
め
に
、「
奉
幣
」
で
は
な
く
「
奉
祈
」
に
な
っ
て
い
る
。

延
喜
九
年
（
九
〇
九
）

四
月
九
日

依
二

疾
疫
一

、
於
二

諸
寺
諸
社
一

、
読
二

仁

王
経
一

。

日
本
紀
略

延
喜
十
二
年
（
九
一
二
）

五
月
五
日

●
名
社
幷
十
五
大
寺
読
二

仁
王
経
一

。

祈
二

疾
疫
事
一

。

日
本
紀
略

　

こ
の
と
き
は
、疾
疫
を
払
う
た
め
に
は
、諸
社
に
お
い
て
も
読
経
を
し
、

奉
幣
は
な
さ
れ
な
い
。
疾
疫
に
関
し
て
は
、
神
社
に
祈
願
す
る
よ
り
も
、

読
経
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
下
記
の
よ
う
に
、
祈
雨
の
た
め

の
特
定
数
社
奉
幣
と
読
経
と
が
、
方
策
と
し
て
並
立
す
る
場
合
が
復
活
す

る
の
は
、
前
述
の
「
十
六
社
奉
幣
」
の
成
立
時
期
で
あ
る
天
慶
四
年
以
降

で
あ
る
。
兵
乱
を
契
機
に
、
国
家
が
神
や
仏
と
向
き
合
う
こ
と
の
重
要
性

が
再
認
識
さ
れ
た
結
果
で
あ
ろ
う
。

天
慶
六
年
（
九
四
三
）

五
月
十
七
日

請
二

僧
百
口
於
大
極
殿
一

読
経
。
為
レ

請
二

甘
雨
一

也
。

日
本
紀
略

天
慶
六
年
七
月
九
日

奉
二

幣
十
一
社
一

、
祈
レ

雨
也
。

日
本
紀
略

天
慶
六
年
七
月
十
五

日

官
符
。
於
二

五
畿
七
道
諸
国
名
神
一

、
可

レ

祈
二

年
穀
一

也
。

日
本
紀
略

　

こ
れ
が
村
上
朝
に
な
る
と
、
次
の
よ
う
に
変
化
す
る
。

天
暦
二
年
（
九
四
八
）

六
月
二
日

於
二

七
社
一

自
二

今
日
一

限
二

三
箇
日
一

、

令
レ

転
二

読
仁
王
経
一

。
祈
レ

雨
也
。

日
本
紀
略

天
暦
二
年
六
月
三
日

定
下

十
一
社
幷
龍
穴
神
等
遣
二

僧
綱
以

下
一

、
又
七
大
寺
僧
集
二

東
大
寺
大
仏

殿
一

、
可
レ

祈
レ

雨
之
由
上

。

日
本
紀
略

天
暦
二
年
六
月
五
日

是
日
。
於
二

諸
社
龍
穴
東
大
寺
一

、
自
二

今
日
一

限
二

三
箇
日
一

、転
二

読
仁
王
経
一

。

祈
二

甘
雨
一

也
。

日
本
紀
略

天
暦
二
年
八
月
十
五
日

被
レ

奉
二

臨
時
御
使
於
十
六
社
一

、
是

為
レ

祈
二

秋
霖
一

也
。

日
本
紀
略

天
暦
三
年
二
月
十
三
日

遣
二

使
伊
勢
已
下
十
二
社
一

。
祈
二

禱
天

変
恠
異
一

。又
於
レ

院
定
二

御
読
経
請
僧
一

。
日
本
紀
略



十六社奉幣制の形成過程における神仏習合の淵源─ 17 ─
　

祈
雨
奉
幣
が
割
愛
さ
れ
、
そ
の
代
替
と
し
て
諸
社
に
僧
侶
が
派
遣
さ
れ

読
経
が
行
わ
れ
る
場
合
が
あ
る
。「
十
六
社
」に
対
す
る
祈
雨
も
あ
っ
た
が
、

本
来
行
わ
れ
る
べ
き
奉
幣
の
形
式
が
採
ら
れ
て
い
な
い
場
合
も
常
態
化
し

て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
な
か
で
、「
伊
勢
以
下
十
六
社
」
の
奉
幣
パ
タ
ー

ン
表
現
（【
史
料
５
】）
が
復
活
す
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
見
て
く

る
と
、
九
世
紀
末
に
奉
幣
が
事
実
上
極
少
し
た
の
は
、「
幣
帛
不
受
」
の

動
き
が
あ
り
、
九
世
紀
末
に
は
班
幣
の
実
施
自
体
が
困
難
と
な
っ
た
事
情

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、少
な
か
ら
ず
仏
教
の「
般
若
之
力
」の
影
響
が
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。祈
雨
に
つ
い
て
み
る
と
、仁
明
朝
に
は
、

奉
幣
だ
け
で
は
な
く
、
仏
教
も
祈
雨
の
対
策
と
し
て
登
場
し
て
く
る
。
醍

醐
朝
（
八
九
七-

九
三
〇
）
に
入
り
、
神
社
や
仏
教
の
行
事
は
新
た
な
展

開
を
み
せ
る
。
九
世
紀
末
に
衰
退
し
た
か
に
み
え
た
奉
幤
は
「
奉
二

幣
諸

社
一

」
す
な
わ
ち
「
特
定
数
社
奉
幤
」
と
し
て
復
活
す
る
。
ま
た
、
天
皇

御
願
の
御
読
経
の
頻
度
が
高
ま
り
、
季
御
読
経
と
し
て
恒
例
化
し
、
祈
雨

や
疫
癘
を
攘
う
目
的
も
担
っ
た
。朱
雀
朝（
九
三
〇-

九
四
六
）に
入
る
と
、

承
平
・
天
慶
の
乱
な
ど
の
不
穏
な
情
勢
に
よ
り
、
御
願
の
御
読
経
が
中
断

さ
れ
、
も
っ
ぱ
ら
神
や
仏
と
対
峙
す
る
行
事
が
行
わ
れ
た）

11
（

。
村
上
朝

（
九
四
六-

九
六
七
）
に
入
る
と
、
季
御
読
経
や
御
修
法
や
仁
王
会
や
諸

社
奉
幣
の
実
施
が
本
格
化
し
、
天
徳
三
年
（
九
五
九
）
以
降
の
諸
社
奉
幣

は
、「
十
六
社
奉
幣）

11
（

」と
し
て
確
定
的
に
運
用
さ
れ
始
め
る
。こ
の
よ
う
に
、

「
特
定
数
社
奉
幣
」
に
対
す
る
仏
教
の
国
家
祭
祀
へ
の
参
入
は
、
九
世
紀

中
葉
頃
よ
り
始
ま
り
、
十
世
紀
前
期
に
も
継
続
さ
れ
、「
十
六
社
奉
幣
」

の
十
六
社
が
確
定
す
る
以
前
の
段
階
で
、
神
仏
習
合
の
形
成
の
淵
源
を
み

る
こ
と
が
で
き
る
。

お
わ
り
に

　

九
世
紀
に
は
仏
教
が
国
家
祭
祀
に
お
い
て
台
頭
し
、祈
雨
に
つ
い
て
も
、

奉
幣
だ
け
で
な
く
読
経
が
方
策
と
し
て
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
九
世

紀
後
半
に
は
、
国
家
か
ら
派
遣
さ
れ
た
僧
侶
に
よ
る
読
経
が
神
社
で
行
わ

れ
、
常
態
化
し
て
い
た
。
名
神
に
対
し
て
奉
幣
を
行
わ
ず
、
祈
雨
の
た
め

の
読
経
が
行
わ
れ
た
事
例
が
現
れ
、「
十
六
社
奉
幣
制
」
成
立
以
前
に
仏

教
の
読
経
が
奉
幣
の
代
替
手
段
と
も
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
を
闡
明
し
た
。

諸
名
神
の
た
め
に
得
度
さ
せ
る
こ
と
が
行
わ
れ
、
得
度
者
に
は
皆
「
神
」

の
字
が
頭
に
付
与
さ
れ
た
。
と
り
わ
け
、
災
疫
対
応
と
し
て
は
、
奉
幣
よ

り
も
寺
院
に
お
け
る
読
経
が
主
流
と
な
り
、
国
家
に
請
わ
れ
た
僧
侶
が
神

社
に
派
遣
さ
れ
て
読
経
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
律

令
国
家
が
解
体
す
る
な
か
で
、「
幣
帛
不
受
」
の
動
き
が
あ
り
、
九
世
紀

末
に
は
班
幣
の
実
施
自
体
が
困
難
と
な
り
、
奉
幣
は
、
十
世
紀
初
頭
に
か

け
て
衰
退
気
味
に
な
る
が
、
承
平
・
天
慶
の
乱
を
契
機
と
し
て
神
と
の
対
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峙
が
重
要
な
政
治
課
題
と
な
り
、
改
め
て
「
特
定
数
社
奉
幣
」
が
始
ま
り
、

十
世
紀
中
葉
に
、「
伊
勢
以
下
十
六
社
」
に
対
す
る
奉
幣
シ
ス
テ
ム
と
し

て
『
新
儀
式
』「
祈
年
穀
事
」
に
掲
載
さ
れ
、
臨
時
の
特
別
の
計
ら
い
の

よ
う
な
形
で
い
わ
ば
復
活
し
た
。
仏
教
が
九
世
紀
に
国
家
祭
祀
へ
進
出
し

た
こ
と
と
、
十
世
紀
前
半
の
「
十
六
社
奉
幣
制
」
の
成
立
と
は
直
接
の
関

係
は
な
い
が
、
背
景
と
し
て
は
、
仁
明
朝
で
仏
教
修
法
の
効
能
が
認
識
さ

れ
た
こ
と
を
契
機
に
、「
転
レ

禍
為
レ

福
、
仏
神
是
先
、
冝
二

修
レ

法
奉
レ

幣
）
11
（

一

」

と
い
う
よ
う
に
、
仏
教
修
法
と
奉
幣
が
「
転
レ

禍
為
レ

福
」
方
策
の
両
輪
、

す
な
わ
ち
国
家
祭
祀
の
選
択
肢
と
し
て
代
々
の
天
皇
に
受
け
継
が
れ
た
と

い
う
経
緯
が
あ
っ
た
。
神
仏
が
国
家
祭
祀
の
両
輪
と
い
う
意
味
で
は
、

「
十
六
社
奉
幣
制
」
と
相
互
補
完
的
な
関
係
を
形
成
し
て
き
た
と
も
い
え

る
。
奉
幣
す
る
神
社
の
固
定
化
が
進
む
な
か
で
、
仏
教
修
法
（
天
皇
御
願

の
季
御
読
経
・
仁
王
経
転
読
・
仁
王
会
）
が
奉
幣
を
代
替
す
る
形
態
も
現

れ
、
祈
雨
・
止
雨
や
祈
年
穀
だ
け
で
な
く
、
と
り
わ
け
急
迫
性
を
有
す
る

災
疫
対
応
な
ど
の
国
家
要
請
に
も
応
え
る
形
で
発
展
し
、
神
社
祭
祀
の
効

果
（
神
威
）
を
高
め
（
あ
る
い
は
保
証
す
）
る
狙
い
も
あ
っ
て
か
、
国
家

か
ら
僧
綱
等
の
僧
侶
が
神
社
に
派
遣
さ
れ
て
読
経
が
行
わ
れ
、
諸
名
神
の

た
め
の
得
度
も
行
わ
れ
、
得
度
者
に
は
、
皆
「
神
」
の
字
が
頭
に
付
与
さ

れ
た
。
九
世
紀
中
葉
頃
か
ら
十
世
紀
前
期
に
か
け
て
、
そ
の
よ
う
な
な
か

に
神
仏
習
合
の
淵
源
を
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。「
東
大
寺
要
録
」
や
「
恒

例
修
正
月
勧
請
神
名
帳）

11
（

」
を
み
れ
ば
、
二
十
一
社
勧
請
の
作
法
は
神
社
で

の
読
経
と
と
も
に
形
成
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
本
稿
で
は
、
二
十
一

社
勧
請
の
経
緯
や
「
承
平
・
天
慶
の
乱
後
よ
り
進
行
す
る
天
皇
権
威
化
の

動
き）

11
（

」
に
つ
い
て
は
、
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
今
後
の
研
究

に
委
ね
た
い
。

注（１
） 

上
島
享
氏
に
よ
れ
ば
、「
護
持
僧
」
と
は
「
真
言
護
持
僧
」
の
こ
と
を
言
う
（『
日

本
中
世
社
会
の
形
成
と
王
権
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
七
九
頁
、
二
〇
一
〇
年
）。

十
一
世
紀
に
お
け
る
「
護
持
僧
」
は
、
上
島
享
氏
の
論
じ
る
よ
う
な
真
言
宗
僧
侶

に
よ
る
「
真
言
護
持
僧
」
だ
け
に
関
わ
る
も
の
で
は
な
い
。
後
代
の
史
料
で
あ
る

『
門
葉
記
』「
護
持
僧
補
任
」（
長
日
如
意
輪
法
五
（
大
正
新
脩
大
蔵
経
図
像
第
12

巻
）
な
ど
の
記
載
を
見
る
と
、
十
一
世
紀
前
期
は
天
台
宗
の
僧
侶
が
「
護
持
僧
」

を
独
占
し
て
お
り
、
天
台
宗
の
優
勢
を
読
み
取
る
こ
と
も
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

「
十
一
世
紀
初
頭
に
は
、
既
に
真
言
密
教
僧
（
護
持
僧
）
は
王
権
の
深
奥
に
入
り

込
み
二
十
一
社
を
勧
請
し
て
、
天
皇
の
身
体
護
持
を
祈
念
し
て
い
た
」
と
い
う
シ

ナ
リ
オ
構
築
の
た
め
に
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
後
七
日
御
修
法
や
一
八
日
観
音
供

な
ど
を
除
き
、
天
台
宗
が
天
皇
護
持
を
独
占
し
て
い
た
十
一
世
紀
初
頭
の
情
況
を

考
え
れ
ば
、「
護
持
僧
」
を
「
真
言
護
持
僧
」
と
す
る
定
義
は
疑
問
で
あ
る
。
こ

の
指
向
方
法
は
、
護
持
僧
の
成
立
を
十
世
紀
以
前
と
す
る
理
解
と
殆
ど
変
わ
り
な

い
。

（
２
） 『
大
日
本
仏
教
全
書
』
第
一
一
六
・
游
方
伝
叢
書
第
四
所
収
。

（
３
） 
上
島
享
『
日
本
中
世
社
会
の
形
成
と
王
権
』（
前
掲
）
七
五
頁
・
三
八
六
頁
。



十六社奉幣制の形成過程における神仏習合の淵源─ 19 ─
（
４
） 

上
島
享
『
日
本
中
世
社
会
の
形
成
と
王
権
』（
前
掲
）
二
四
七
頁
。

（
５
） 「
二
十
一
社
奉
幣
制
」
は
、
十
六
社
に
順
次
五
社
を
加
え
て
成
立
し
、
最
後
に
日

吉
を
加
え
て
、「
二
十
二
社
奉
幣
制
」
と
な
る
。

（
６
） 

岡
田
荘
司
「
十
六
社
奉
幣
制
の
成
立
」「
神
社
行
政
の
成
立
」（『
平
安
時
代
の
国

家
と
祭
祀
』
続
群
書
類
従
完
成
会
、
二
一
七
頁
・
二
四
〇
頁
、
一
九
九
四
年
、
初

出
一
九
八
七
年
）。
上
島
享
『
日
本
中
世
社
会
の
形
成
と
王
権
』（
前
掲
）
三
七
六

頁
は
、
二
十
一
社
は
「
十
世
紀
末
に
成
立
し
た
も
の
」
で
あ
る
と
い
う
。

（
７
） 

岡
田
荘
司
「
十
六
社
奉
幣
制
の
成
立
」（
前
掲
）
二
一
七
頁
。

（
８
） 

岡
田
荘
司
「
十
六
社
奉
幣
制
の
成
立
」（
前
掲
）
二
三
二
頁
。
同
「
十
世
紀
に
お

け
る
神
社
行
政
─
祈
年
祭
か
ら
祈
年
穀
奉
幣
へ
─
」（『
國
學
院
雑
誌
』
第
七
四
巻

九
号
、
一
九
七
三
年
）。
並
木
和
子
「
平
安
時
代
の
祈
雨
奉
幣
」（
二
十
二
社
研
究

会
編
『
平
安
時
代
の
神
社
と
祭
祀
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
六
年
）。
小
松
馨
「
平

安
時
代
中
期
に
於
け
る
神
社
信
仰
─
祈
年
穀
奉
幣
を
中
心
に
─
」（『
神
道
学
』

一
二
四
号
、
一
九
八
七
年
）。
同
「
祈
年
穀
奉
幣
に
つ
い
て
」（『
神
道
古
典
研
究
』

第
七
号
、
一
九
八
五
年
）。
同
「
平
安
時
代
の
大
中
臣
祭
主
家
─
祭
主
制
度
の
一

試
論
─
」（
二
十
二
社
研
究
会
編
『
平
安
時
代
の
神
社
と
祭
祀
』
国
書
刊
行
会
、

一
九
八
六
年
）。
藤
森
馨
「
平
安
時
代
中
期
に
お
け
る
神
社
信
仰
─
祈
年
穀
奉
幣

の
成
立
を
中
心
に
─
」
大
明
堂
、
二
〇
〇
〇
年
、
初
出
一
九
八
五
年
。
西
牟
田
崇

生
「
名
神
祭
の
一
考
察
」（『
國
學
院
雑
誌
』
第
七
七
巻
上
、
一
九
七
六
年
）。
上

島
享
『
日
本
中
世
社
会
の
形
成
と
王
権
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
七
三
頁
・

二
三
二
頁
、
二
〇
一
〇
年
。

（
９
） 

岡
田
荘
司
「
十
六
社
奉
幣
制
の
成
立
」（
前
掲
）
二
一
七
頁
。

（
10
） 

並
木
和
子
「
平
安
時
代
の
祈
雨
奉
幣
」（
前
掲
）
一
一
六
頁
。

（
11
） 『
続
日
本
後
紀
』
承
和
六
年
十
月
十
七
日
。

（
12
） 

岡
田
荘
司
「
二
十
二
社
の
成
立
と
公
祭
制
」（
二
十
二
社
研
究
会
編
『
平
安
時
代

の
神
社
と
祭
祀
』
国
書
刊
行
会
、
三
二
五
頁
、
一
九
八
六
年
）。

（
13
） 

村
山
修
一
『
神
仏
習
合
思
潮
』
平
楽
寺
書
店
、
一
八
頁
、
一
九
五
七
年
。
習
合
現

象
の
進
化
の
理
由
の
主
な
も
の
は
、
祈
雨
止
雨
及
び
疫
疾
退
散
」
に
関
係
し
て
い

る
、
と
す
る
。

（
14
） 

岡
田
荘
司
「
十
六
社
奉
幣
制
の
成
立
」（
前
掲
）。

（
15
） 

岡
田
荘
司
「
十
世
紀
に
お
け
る
神
社
行
政
─
祈
年
祭
か
ら
祈
年
穀
奉
幣
へ
─
」（
前

掲
）。
森
田
悌
「
平
安
時
代
中
期
に
お
け
る
神
社
信
仰
の
展
開
」（
同
『
解
体
期
律

令
政
治
社
会
史
の
研
究
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
二
年
、
初
出
一
九
七
七
年
）。

熊
谷
保
孝
「
祈
年
祭
奉
幣
制
度
の
衰
退
」（『
神
道
史
論
叢
』）
国
書
刊
行
会
、

一
九
八
四
年
）。
藤
森
馨
「
平
安
時
代
中
期
に
お
け
る
神
社
信
仰
─
祈
年
穀
奉
幣

の
成
立
を
中
心
に
─
」（
前
掲
）。

（
16
） 

加
瀬
直
弥
氏
は
、
十
世
紀
の
「
十
六
社
」
と
十
一
世
紀
の
「
二
十
二
社
」
の
違
い

を
指
摘
す
る
。

（
17
） 

岡
田
荘
司
「
十
六
社
奉
幣
制
の
成
立
」（
前
掲
）
二
二
〇
頁
。『
新
儀
式
の
成
立
年

代
は
、
村
上
朝
の
末
期
に
あ
た
る
応
和
三
年
を
上
限
と
し
、
村
上
天
皇
の
崩
御
す

る
厚
保
四
年
五
月
を
下
限
と
す
る
の
が
、
ほ
ぼ
定
説
と
さ
れ
て
い
る
。

（
18
） 

所
功
『
平
安
朝
儀
式
書
成
立
史
の
研
究
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
五
年
。

（
19
） 

清
水
潔
「
清
涼
記
と
新
儀
式
と
天
暦
蔵
人
式
」（『
皇
学
館
論
叢
』
九
・
二
、

一
九
七
六
年
）。

（
20
） 

岡
田
荘
司
「
十
六
社
奉
幣
制
の
成
立
」（
前
掲
）
二
二
三
頁
。

（
21
） 「
其
例
不
レ

見
」
と
あ
る
の
は
、
例
え
ば
、
寛
平
七
年
（
八
九
五
）
七
月
九
日
に
「
依

洪
水
奉
幣
三
社
」
の
例
は
、
延
長
二
年
（
九
二
四
）
五
月
七
日
（『
日
本
紀
略
』）

に
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
言
わ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
22
） 『
古
事
類
苑
』
神
祇
部
三
十
八
「
奉
幣
」
及
び
二
十
五
「
祈
年
穀
奉
幣
」。「
村
上

天
皇
天
徳
三
年
七
月
ニ
ハ
、
伊
勢
・
石
清
水
・
賀
茂
・
松
尾
・
平
野
・
稲
荷
・
春

日
・
大
原
野
・
大
神
・
石
上
・
大
和
・
広
瀬
・
龍
田
・
住
吉
・
丹
生
・
貴
布
禰
ノ

十
六
社
ニ
奉
幣
ア
リ
」。

（
23
） 

岡
田
荘
司
「
十
六
社
奉
幣
制
の
成
立
」（
前
掲
）
二
三
九
頁
。

（
24
） 『
続
日
本
紀
』天
平
元
年（
七
二
九
）四
月
二
日
、『
続
日
本
後
紀
』嘉
祥
三
年（
八
五
〇
）
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三
月
三
日
な
ど
。

（
25
） 『
大
日
本
史
料
』
第
一
編
二
冊
。

（
26
） 
岡
田
荘
司
「
十
六
社
奉
幣
制
の
成
立
」（
前
掲
）。「
大
和
一
国
の
祈
雨
神
丹
生
社

と
山
城
一
国
の
祈
雨
神
貴
布
禰
社
と
は
、
他
社
と
は
異
な
り
神
祇
官
人
ご
奉
幣
使

と
な
っ
て
い
て
、
そ
の
地
位
に
は
他
の
十
四
社
と
自
ず
と
違
い
が
み
ら
れ
た
」

（
二
四
〇
頁
）
と
い
う
理
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。

（
27
） 

並
木
和
子
「
平
安
時
代
の
祈
雨
奉
幣
」（
前
掲
）
一
三
三
頁
。

（
28
） 

大
西
源
一
『
大
神
宮
史
要
』
第
五
編
、
平
凡
社
、
一
三
八
頁
、
一
九
六
〇
年
。

（
29
） 

岡
田
荘
司
「
十
六
社
奉
幣
制
の
成
立
」（
前
掲
）
二
三
九
頁
。

（
30
） 『
続
々
群
書
類
従
』
第
一
。

（
31
） 

並
木
和
子
「
平
安
時
代
の
祈
雨
奉
幣
」（
前
掲
）
一
七
五
頁
。
岡
田
荘
司
「
十
六

社
奉
幣
制
の
成
立
」（
前
掲
）
の
い
う
「
昌
泰
・
延
喜
年
間
に
祈
雨
奉
幣
と
祈
年

穀
奉
幣
は
十
六
社
制
と
し
て
確
定
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
」
と
同
じ
で
あ
る
。

（
32
） 

並
木
和
子
「
平
安
時
代
の
祈
雨
奉
幣
」（
前
掲
）
一
一
五
頁
は
、「
多
数
の
名
神
社

対
象
の
祈
雨
は
」「
寛
平
年
間
に
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
る
」「
こ
れ
と
入
れ

替
わ
る
か
の
よ
う
に
、
延
喜
年
間
前
後
か
ら
特
定
の
「
諸
社
」
が
登
場
、
こ
れ
に

対
す
る
祈
雨
奉
幣
が
行
わ
れ
て
い
く
」
と
確
認
し
て
い
る
。

（
33
） 

石
、
賀
上
下
、
松
、
平
、
稲
、
原
、
春
、
神
、
石
、
大
和
、
廣
、
龍
、
住
、
丹
、

貴
等
也
。

（
34
） 

伊
勢
、
石
清
水
、
加
茂
上
下
、
松
尾
、
平
野
、
大
原
野
、
稲
荷
、
春
日
、
大
和
、

石
上
、
大
神
、
廣
瀬
、
龍
田
、
住
吉
、
丹
生
川
上
、
貴
布
禰
。『
九
暦
』
天
慶
四

年
八
月
七
日
に
、「
□
穀
之
使
可
奉
遣
十
六
箇
□
［
社
カ
］」
と
あ
る
こ
と
が
裏
づ
け

と
な
ろ
う
。

（
35
） 『
九
暦
』
天
慶
三
年
七
月
二
十
一
日
「
祈
年
穀
奉
幣
使
被
奉
二

送
十
八
社
一

。」
と
あ

り
、
十
八
社
を
対
象
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、『
九
暦
』
天
慶
四
年
八
月
七
日
「
□

穀
之
使
可
奉
遣
十
六
箇
□［
社
カ
］」と
あ
り
、十
六
社
を
対
象
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

天
慶
三
年
の
時
点
で
は
ま
だ
確
定
は
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
日
本

紀
略
』
天
慶
四
年
（
九
四
一
）
十
二
月
十
五
日
「
奉
レ

授
二

神
祇
官
神
、
左
京
職
・

宮
内
省
・
摂
津
国
神
凡
十
七
所
階
級
一

。」
の
時
点
で
、
ほ
ぼ
最
終
的
に
確
定
し
た

と
も
考
え
得
る
。

（
36
） 『
日
本
紀
略
』
弘
仁
十
四
年
（
八
二
三
）
六
月
三
日
に
「
天
皇
御
二

大
極
殿
一

、
献
二

幣
帛
伊
勢
大
神
宮
一

」、『
日
本
紀
略
』
弘
仁
十
四
年
六
月
三
日
に
「
差
レ

使
奉
二

幣

帛
貴
布
禰
・
乙
訓
・
広
湍
・
龍
田
四
神
一

。
又
奉
二

幣
吉
野
川
上
雨
師
神
社
一

。
祈
レ

雨
也
」
と
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

（
37
） 

岡
田
荘
司
「
十
六
社
奉
幣
制
の
成
立
」（
前
掲
）
二
三
七
頁
。

（
38
） 

小
松
馨
氏
の
言
う
、『
新
儀
式
』が「
祈
年
穀
の
対
象
社
を
十
六
社
と
し
て
い
る
が
、

こ
の
社
数
は
岡
田
氏
が
十
世
紀
前
半
の
祈
年
穀
奉
幣
の
対
象
社
と
し
て
指
摘
し
た

十
六
社
と
一
致
す
る
」（「
平
安
時
代
中
期
に
於
け
る
神
社
信
仰
─
祈
年
穀
奉
幣
を

中
心
に
─
」（
前
掲
）
三
九
頁
）38

と
い
う
こ
と
は
、
前
述
の
と
お
り
否
定
さ
れ
る
。

（
39
） 

岡
田
荘
司
「
十
六
社
奉
幣
制
の
成
立
」（
前
掲
）
二
三
七
頁
。

（
40
） 『
日
本
紀
略
』
応
和
二
年
（
九
六
二
）
六
月
十
一
日
、
天
徳
元
年
（
九
五
七
）

十
二
月
七
日
、
天
徳
三
年
（
九
五
九
）
七
月
十
七
日
、
仁
和
元
年
（
八
八
五
）
九

月
二
十
二
日
な
ど
。

（
41
） 

岡
田
荘
司
「
十
世
紀
に
お
け
る
神
社
行
政
─
祈
年
祭
か
ら
祈
年
穀
奉
幣
へ
─
」（
前

掲
）
二
二
頁
。
昌
泰
元
年
（
八
九
八
）
七
月
三
日
に
は
、「
祈
三

雨
奉
二

幣 

廿
二 

社

一

」（『
日
本
紀
略
』）
と
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
な
ぜ
、
こ
れ
を
も
っ
て
「
二
十
二

社
」
の
祈
雨
奉
幣
の
開
始
と
し
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
42
） 

並
木
和
子
「
平
安
時
代
の
祈
雨
奉
幣
」（
前
掲
）
一
三
四
頁
は
、「
す
で
に
十
六
社

が
形
を
な
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
」
と
言
う
。

（
43
） 

岡
田
荘
司
「
十
六
社
奉
幣
制
の
成
立
」（
前
掲
）
二
三
六
頁
。

（
44
） 『
史
料
纂
集
』
第
四
。

（
45
） 

岡
田
荘
司
「
十
六
社
奉
幣
制
の
成
立
」（
前
掲
）
二
一
七
頁
。

（
46
） 
た
だ
し
、
石
清
水
が
十
六
社
奉
幣
で
伊
勢
神
宮
に
次
ぐ
待
遇
を
受
け
、
代
替
わ
り

に
天
皇
が
最
初
に
行
幸
す
る
神
社
と
な
る
の
は
、
十
世
紀
末
で
あ
る
（
岡
田
荘
司
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「
神
社
行
政
の
成
立
」（
前
掲
））。

（
47
） 

伊
勢
、
石
清
水
、
加
茂
上
下
、
松
尾
、
平
野
、
大
原
野
、
稲
荷
、
春
日
、
大
和
、

石
上
、
大
神
、
廣
瀬
、
龍
田
、
住
吉
、
丹
生
川
上
、
貴
布
禰
。『
九
暦
』
天
慶
四

年
八
月
七
日
に
、「
□
穀
之
使
可
奉
遣
十
六
箇
□
［
社
カ
］」
と
あ
る
こ
と
が
裏
づ
け

と
な
ろ
う
。

（
48
） 

こ
れ
は
、
応
和
元
年
（
九
六
一
）
六
月
十
二
日
・
応
和
二
年
（
九
六
二
）
六
月

十
一
日
・
応
和
三
年
（
九
六
三
）
六
月
九
日
・
康
保
元
年
（
九
六
四
）
六
月

二
十
八
日
・
康
保
三
年
（
九
六
六
）
閏
八
月
二
十
一
日
と
い
う
よ
う
に
、
こ
の
パ

タ
ー
ン
で
奉
幣
が
行
わ
れ
て
い
る
。『
二
十
二
社
略
記
』卜
部
兼
右
廿
二
社
註
式
曰
。

（
49
） 『
二
十
二
社
略
記
』（『
続
々
群
書
類
従
』
第
一
神
祇
部
、
四
三
七
頁
）。

（
50
） 『
日
本
紀
略
』
康
保
三
年
（
九
六
六
）
閏
八
月
二
十
一
日
「
為
二

止
雨
一

、
奉
二

幣

十
六
社
一

」。『
日
本
紀
略
』
康
保
二
年
（
九
六
五
）
七
月
廿
二
十
三
日
「
奉
二

幣
伊

勢
以
下
十
六
社
一

」。

（
51
） 

昌
泰
元
年
（
八
九
八
）
を
も
っ
て
、
文
献
の
う
え
で
「
十
六
社
」
の
祈
雨
奉
幣
の

始
ま
り
と
理
解
す
る
こ
と
は
、
賛
成
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
史
料
上
、
た
ま
た

ま
数
値
が
「
十
六
」
で
あ
っ
た
だ
け
で
、
そ
の
内
容
の
確
定
に
つ
い
て
は
裏
付
け

の
弱
い
推
定
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。
延
喜
十
六
年
（
九
一
六
）
の

「
十
六
社
之
外
十
一
社
」
を
も
っ
て
、
既
に
こ
の
時
期
に
「
十
六
社
」
が
固
ま
っ

て
い
た
と
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
社
名
が
明
ら
か
で
な
く
、
固
定
と
し
て
の

考
え
が
あ
っ
た
と
し
て
も
そ
の
後
の
入
れ
替
わ
り
も
あ
り
う
る
こ
と
か
ら
、
初
見

に
は
相
応
し
く
な
い
。

（
52
） 

上
島
享
『
日
本
中
世
社
会
の
形
成
と
王
権
』（
前
掲
）
二
三
二
頁
。
た
だ
し
、「
十
六

社
が
確
立
す
る
十
世
紀
後
半
」
と
い
う
言
い
方
も
す
る
の
で
、
説
が
一
貫
し
な
い

（
七
六
頁
）。
並
木
和
子
「
平
安
時
代
の
祈
雨
奉
幣
」（
前
掲
）。
藤
森
馨
「
平
安

時
代
中
期
に
お
け
る
神
社
信
仰
─
祈
年
穀
奉
幣
の
成
立
を
中
心
に
─
」（
前
掲
）。

岡
田
荘
司
「
十
六
社
奉
幣
制
の
成
立
」（
前
掲
）。

（
53
） 

義
江
彰
夫
「
中
世
移
行
期
に
お
け
る
支
配
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
人
民
闘
争
」（『
歴
史

学
研
究
別
冊
特
集　

歴
史
に
お
け
る
国
家
権
力
と
人
民
闘
争
』、
一
九
七
〇
年
。

上
島
享
『
日
本
中
世
社
会
の
形
成
と
王
権
』（
前
掲
）
二
三
二
頁
。

（
54
） 

所
功
『
平
安
朝
儀
式
書
成
立
史
の
研
究
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
五
年
。
上
島
享

『
日
本
中
世
社
会
の
形
成
と
王
権
』（
前
掲
）
二
三
三
頁
。

（
55
） 

と
り
わ
け
、
天
慶
の
乱
以
後
、
天
慶
四
年
・
五
年
の
朝
廷
の
神
社
に
対
す
る
褒
賞

の
態
様
（
凡
そ
17
箇
所
に
階
級
授
与
・
伊
勢
奉
弊
・
石
清
水
奉
弊
・
天
皇
の
賀
茂

行
幸
な
ど
）
を
み
れ
ば
、
こ
の
時
期
に
は
既
に
後
の
十
六
社
と
な
る
社
の
大
枠
が

固
定
化
し
、
階
級
授
与
に
よ
っ
て
確
定
し
た
と
み
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

（
56
） 

並
木
和
子
「
平
安
時
代
の
祈
雨
奉
幣
」（
前
掲
）
一
二
九
頁
。

（
57
） 

岡
田
荘
司
「
十
六
社
奉
幣
制
の
成
立
」（
前
掲
）
二
一
七
頁
。

（
58
） 

上
島
享
『
日
本
中
世
社
会
の
形
成
と
王
権
』（
前
掲
）
三
七
六
頁
。「
十
六
社
」
は

「
承
平
・
天
慶
の
乱
後
に
確
立
し
た
」。

（
59
） 

岡
田
荘
司
「
十
六
社
奉
幣
制
の
成
立
」（
前
掲
）。

（
60
） 『
続
日
本
後
紀
』
承
和
五
年
七
月
二
十
二
日
・
二
十
九
日
・
十
七
日
、
同
八
月

十
九
日
・
九
月
八
日
。

（
61
） 『
大
神
宮
史
要
』
第
五
編
、
一
三
九
頁
、
一
九
六
〇
年
。
小
松
馨
「
平
安
時
代
中

期
に
於
け
る
神
社
信
仰
─
祈
年
穀
奉
幣
を
中
心
に
ー
」（
前
掲
）
四
四
頁
。

（
62
） 『
続
日
本
後
紀
』
承
和
七
年
六
月
十
三
日
。

（
63
） 

例
え
ば
、
神
に
つ
い
て
は
『
続
日
本
後
紀
』
承
和
三
年
七
月
十
五
日
、
仏
に
つ
い

て
は
『
続
日
本
後
紀
』
承
和
三
年
六
月
一
日
な
ど
。

（
64
） 『
続
日
本
後
紀
』
承
和
四
年
六
月
二
十
一
日
。

（
65
） 

五
龍
祭
は
、
陰
陽
師
が
行
う
雨
乞
い
の
祭
祀
で
あ
り
、
本
条
が
五
龍
祭
の
記
事
の

初
出
と
す
る
（
鈴
木
正
崇
『
神
と
仏
の
民
俗
』
吉
川
弘
文
館
、
一
七
八
頁
、

二
〇
〇
一
年
）。
こ
の
頃
か
ら
祈
雨
の
方
策
の
多
様
化
が
見
ら
れ
る
。

（
66
） 『
日
本
紀
略
』
承
平
六
年
三
月
五
日
・
同
三
月
十
二
日
・
天
慶
三
年
八
月
二
十
九

日
に
は
、
海
賊
を
消
す
た
め
に
大
元
法
が
実
施
さ
れ
た
り
、
天
慶
三
年
二
月

二
十
五
日
に
は
、
征
夷
賊
事
を
祈
っ
て
仁
王
会
が
修
さ
れ
た
り
し
た
。
ま
た
、『
日
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本
紀
略
』
承
平
五
年
六
月
二
十
八
日
に
は
、
海
賊
を
平
ら
げ
る
た
め
に
諸
社
奉
幣

が
行
わ
れ
、
天
慶
二
年
五
月
十
五
日
に
は
、
兵
革
を
消
す
た
め
に
諸
社
奉
幣
が
行

わ
れ
、
天
慶
三
年
八
月
二
十
八
日
に
は
、
伊
勢
神
宮
以
下
諸
社
に
奉
幣
が
行
わ
れ

た
。
天
慶
五
年
以
降
は
、
海
賊
伏
誅
や
東
西
賊
徒
討
平
を
理
由
に
、
奉
幣
が
行
わ

れ
た
。
そ
の
よ
う
な
な
か
、
天
慶
三
年
七
月
二
十
一
日
に
、
祈
年
穀
と
し
て
「
十
八

社
」
に
奉
幣
さ
れ
（『
九
暦
』）、
天
慶
六
年
七
月
九
日
に
、
祈
雨
と
し
て
「
奉
幣

十
二
社
」
が
復
活
す
る
（『
日
本
紀
略
』）。

（
67
） 『
日
本
紀
略
』
天
暦
二
年
六
月
十
二
日
以
降
で
あ
る
。

（
68
） 『
続
日
本
後
紀
』
承
和
六
年
十
月
十
七
日
。

（
69
） 

続
々
群
書
類
従
第
十
一
「
東
大
寺
要
録
巻
第
四
」
に
「
二
月
修
中
初
夜
之
終
読
神

名
帳
勧
請
諸
神
」。
続
群
書
類
従
第
三
輯
上
「
恒
例
修
正
月
勧
請
神
名
帳
」。

（
70
） 

上
島
享
『
日
本
中
世
社
会
の
形
成
と
王
権
』（
前
掲
）
八
〇
頁
。


